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今今
後後
のの
主主
要要
行行
事事
日日
程程

埼経協ニュース３６４号

平
成
二
三
年
七
月
四
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、「
改

め
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
て
、
特

別
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
１
３
０
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
た
。

三
月
一
一
日
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
で
あ
る

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
と

い
う
巨
大
地
震
の
発
生
と
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
場
所

に
よ
っ
て
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
津
波
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
被
害
、
工
場
被
災
に
よ
る
操
業
停

止
等
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
寸
断
、
加

え
て
原
子
力
発
電
所
の
被
災
・
停
止
に
よ
る
電
力

供
給
不
足
な
ど
、
こ
れ
ま
で
企
業
が
策
定
し
て
い

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の
想
定
シ
ナ
リ
オ
を

超
え
る
事
象
が
発
生
、
被
災
地
だ
け
で
な
く
日
本

の
社
会
、
産
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
済
企
業
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
見
直
し
・
改
訂
と
、
こ
れ
ま
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策

定
で
あ
っ
た
企
業
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
と
共
同
で
開
催
し
た
も
の
。

講
演
は
、
四
部
構
成
で
、
講
師
は
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
本
部
副
本
部

長
江
間
恒
尊
氏
が
務
め
た
。

講
演
の
内
容
は
、
ま
ず
第
一
部
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と

は
？
」
で
は
、
重
要
業
務
の
決
定
、
被
害
想
定
、

目
標
復
旧
時
間
、
対
策
計
画
の
立
案
、
資
金
な
ど

の
財
務
手
当
、
教
育
・
訓
練
計
画
な
ど
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
全
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
策
定

手
順
と
推
進
体
制
、
具
体
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
事
例
説

明
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
の
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
事
業
活
動

へ
の
影
響
」
で
は
、
自
動
車
業
界
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

食
料
品
製
造
業
、
電
子
機
器
製
造
業
、
流
通
業
等
、

各
業
界
企
業
の
被
害
事
例
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
従
来
の
防
災
対
策
の
問
題

点
と
今
後
Ｂ
Ｃ
Ｐ
見
直
し
の
視
点
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。

第
三
部
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
災
害
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
�
事

業
継
続
戦
略
の
策
定
、
�
事
前
の
リ
ス
ク
対
策
、

�
初
動
対
応
及
び
Ｉ
Ｍ
Ｐ
（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
）、
�
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
と
復
旧
対

応
、
�
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
維
持
、
組
織
へ
の
定
着

等
の
５
つ
の
視
点
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、

震
災
後
の
企
業
に
お
け
る
地
震
並
び
に
停
電
に
対

す
る
主
要
な
強
化
対
策
と
Ｉ
Ｔ
分
野
の
主
要
な
強

化
対
策
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
最
後
の
第
四
部
で
は
、
地
震
・
停
電
・

節
電
に
関
す
る
各
種
対
策
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
説

明
が
行
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

な
お
、
一
〇
月
一
二
日
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
第

二
弾
と
し
て
、
実
践
的
に
事
業
継
続
力
を
高
め
る

た
め
に
、
実
際
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
演
習
な
ど
を
概
要

と
す
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
＆
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

実
践
的
に
事
業
継
続
力
を
高
め

る
た
め
の
『
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
＆
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』

の
ご
案
内

厳
し
い
経
済
情
勢
下
、
企
業
の
事
業
継
続
力
を

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
果
的
に
高
め
る
た
め
に

は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
や
重
要
施
設
や
設
備
に
対
す

る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
対
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
企
業
の
企
画
、
総
務
、

危
機
管
理
部
門
等
の
実
務
責
任
者
等
を
対
象
と
し

て
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
＆
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」
を
下
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

１
�
日

時

平
成
２３
年
１０
月
１２
日
	

１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

２
�
場

所

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階

市
民
ホ
ー
ル「
４
０
１
・
４
０
２
」

３
�
プ
ロ
グ
ラ
ム



Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

�
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
の
効
果
的
な
実
施
方
法

�
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
手
当

以
上

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
既
に
送
付
済
の
案
内
末

尾
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

今
後
の
主
要
事
業
日
程
が
以
下
の
よ
う
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
正
式
に
は
別
途
ご
案
内
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ご
予
定
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
理
事
会

◇
日

時

平
成
２３
年
１２
月
７
日
	

１５

００
〜
１８

３０

◇
場

所

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

３
階
チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム
他

◇
議
案
審
議

２３
年
度
事
業
報
告
、
今
後
の
事

業
予
定
の
報
告
等

◇
講
演
会

演
題

『
今
後
の
日
本
の
経
済
、
財
政
、
金

融
の
展
望
に
つ
い
て
』

講
師

関
東
財
務
局
長

居
戸

利
明

氏

◇
懇
親
会

□
新
年
会
員
懇
談
会

◇
日

時

平
成
２４
年
１
月
１１
日
	

１３

３０
〜
１７

００

◇
場

所

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

４
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
他

◇
挨

拶

主
催
者
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
等

◇
特
別
講
演

演
題

『
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
今

こ
そ
本
田
宗
一
郎
に
学
ぶ
と
き
』

講
師

一
橋
大
学
名
誉
教
授

東
京
理
科
大

学
大
学
院

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
科
長

伊
丹

敬
之

氏

◇
懇
親
会

□
平
成
２４
年
度
定
時
総
会

◇
日

時

平
成
２４
年
５
月
１０
日
�

１３

３０
〜
１８

３０

◇
場

所

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

４
階
チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム
他

◇
議
案
審
議

・
平
成
２３
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

・
平
成
２４
年
度
事
業
計
画
、
事
業
予
算
等

◇
特
別
講
演

演
題

『
貢
献
力
の
経
営
』

講
師

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ

代
表
取
締
役
社
長

山
下

徹

氏

◇
懇
親
会

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
、Ｂ
Ｃ
Ｐ

セ
ミ
ナ
ー
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
�

と
共
催
〜
一
三
〇
名
の
会
員
が
参
加

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１１ 月号

日本経団連 埼玉

８・９
１
３
０
名
が
参
加
し
関
心
を
集
め
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

講
演
す
る
江
間
氏

― １ ―



第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
〜
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
の
実
際
」
を
テ
ー
マ
に

�
コ
ー
チ
・エ
ィ
社
長

鈴
木
義
幸
氏
が
講
演

平
成
二
三
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
七
月
十
一
日
�
十
四
時
か
ら
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
一
一
二

名
の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
戦
略
的
人

的
資
源
管
理
論
、
組
織
行
動
論
、
労
使
関
係

論
研
究
の
日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る
一
橋
大

学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
の
守
島
基
博
氏

を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
人
材
の
複
雑
方
程

式
〜
働
き
が
い
が
あ
り
、
人
が
育
つ
職
場
へ

向
け
て
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
（
詳
細

は
既
送
付
済
の
講
演
資
料
ご
参
照
）

□
過
去
二
〇
年
間
を
振
り
返
る
と
、
人
事
管

理
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
人
件
費

の
削
減
・
柔
軟
化
な
ど
が
達
成
さ
れ
た
反

面
、
�
仕
事
を
通
じ
た
働
き
が
い
の
低
下
、

�
職
場
機
能
の
低
下
、
�
職
場
リ
ー
ダ
ー

の
機
能
不
全
と
い
っ
た
現
象
が
発
生
し
て

き
て
い
る
。

□
職
場
機
能
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

多
く
の
企
業
で
は
、
職
場
や
チ
ー
ム
は
、

人
材
の
育
成
、
評
価
、
活
性
化
、
癒
し
等

様
々
な
基
本
的
な
機
能
を
有
し
て
い
た
。

し
か
し
、
目
標
達
成
や
選
抜
、
競
争
、
ス

ト
レ
ス
の
側
面
が
拡
大
し
、
こ
れ
ら
基
本

的
機
能
の
弱
体
化
が
起
き
、
特
に
そ
の
影

響
が
Ｏ
Ｊ
Ｔ
機
能
の
低
下
に
現
れ
て
き
て

い
る
。

□
現
場
リ
ー
ダ
ー
は
、
�
プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
化
な
ど
の
役
割
の
拡
大
、
�
い

び
つ
な
採
用
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

経
験
不
足
（
育
て
た
こ
と
も
、
育
て
ら
れ

た
こ
と
も
な
い
リ
ー
ダ
ー
の
増
加
）、
�

部
下
と
の
距
離
拡
大
（�
職
場
寒
冷
化
�

の
進
行
）、
�
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
、

メ
ン
タ
ル
対
応
等
に
伴
う
業
務
量
の
増
加

等
か
ら
、「
人
を
育
て
ら
れ
な
い
」、「
人

を
育
て
る
時
間
・
余
裕
の
な
い
」、「
育
成

よ
り
成
果
を
優
先
さ
せ
る
」
現
場
リ
ー
ダ

ー
が
増
加
す
る
な
ど
、
職
場
リ
ー
ダ
ー
の

機
能
不
全
現
象
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

□
こ
う
し
た
状
況
を
放
置
し
て
お
く
と
、
組

織
と
し
て
の
総
合
的
な
人
材
育
成
が
減
少

ま
た
は
劣
化
し
、
ひ
い
て
は
企
業
の
競
争

力
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
が
極
め
て
大
き

い
。
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
�
や

り
が
い
の
あ
る
「
良
質
の
仕
事
」
の
供
給
、

�
健
康
な
職
場
を
経
営
資
源
と
し
て
捉
え
、

職
場
に
焦
点
を
あ
て
た
組
織
開
発
の
推
進
、

�
ミ
ド
ル
へ
の
育
成
投
資
を
強
化
す
る
な

ど
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
日
本
企
業
の
長

期
的
な
競
争
力
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
本
年
８
月

よ
り
施
行
さ
れ
た
「
埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条

例
」
の
説
明
が
埼
玉
県
警
察
本
部
刑
事
部
組

織
犯
罪
対
策
局
捜
査
第
四
課
暴
力
団
排
除
室

室
長
山
田
雅
樹
警
視
よ
り
行
わ
れ
た
。

平
成
二
三
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
八
月
二
二
日
�
十
四
時
か
ら
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
一
三
二

名
の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
最
大

の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ァ
ー

ム
」
で
あ
る
	
コ
ー
チ
・
エ
ィ
の
取
締
役
社

長
・
チ
ー
フ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
の
鈴

木
義
幸
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
〜
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

コ
ー
チ
ン
グ
の
実
際
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ

た
。講

演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

□
経
営
者
は
完
全
で
は
な
い
。

□
成
功
体
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
ビ
リ
ー
フ

を
超
え
る
必
要
が
あ
る
。

□
自
分
を
さ
ら
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
開
発
し

よ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
心
力
を
生

み
出
す
。

□
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
開
発
す
る
に
は
何
よ

り
も
「
考
え
る
」
こ
と
が
必
要
。

□
考
え
る
た
め
に
は
「
答
え
」
で
は
な
く
「
問

い
」
が
必
要
。

□
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
問
い
を
生
み
だ
す
。

□
「
さ
ぁ
、
内
省
し
て
！
」
は
難
し
い
。「
語

る
べ
き
他
者
」「
応
答
し
て
く
れ
る
他
者

が
必
要
」

□
持
論
を
つ
く
り
棄
論
し
、
ま
た
持
論
を
つ

く
る
。

□
使
命
感
を
与
え
て
く
れ
る
人
に
人
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
感
じ
る
。

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
人
材
の
複
雑
方
程
式
〜
働
き
が
い
が
あ
り
、

人
が
育
つ
職
場
へ
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

一
橋
大
学

守
島
教
授
が
講
演

講
演
す
る
守
島
基
博
氏

第
２
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
全
景

講
演
す
る
鈴
木
義
幸
氏

コ
ー
チ
ン
グ
の
練
習
を
す
る
参
加
者

質
問
に
答
え
る
鈴
木
氏

― ２ ―
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平
成
二
三
年
度
第
一
講
開
催

平
成
二
三
年
度
第
二
講
開
催

―
「
国
際
財
務
報
告
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
の

現
状
と
展
望
〜
わ
が
国
企
業
へ
の
影
響
」

に
つ
い
て
近
田
教
授
が
講
演

平
成
二
三
年
六
月
二
八
日
�
一
四
時
三
〇

分
か
ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
研
修
室
に
お

い
て
、
埼
玉
大
学
と
本
会
と
の
合
同
特
別
公

開
講
座
平
成
二
三
年
度
第
一
講
が
開
催
さ
れ

た
。第

一
講
は
本
来
平
成
二
二
年
度
第
三
講
と

し
て
三
月
一
八
日
�
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、

二
三
年
度
第
一
講
と
し
て
今
般
延
期
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授
近

田
典
行
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
国
際
財

務
報
告
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
の
現
状
と
展
望

〜
わ
が
国
企
業
へ
の
影
響
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
、
会
員
五
四
名
が
参
加
し
、
熱
心

に
聴
講
し
た
。

講
演
要
旨（
詳
細
は
別
送
の
講
演
資
料
参
照
）。

講
演
は
、
ま
ず
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
は
何
か
」、

「
国
際
会
計
基
準
を
巡
る
勢
力
図
」、「
従
来

の
会
計
基
準
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
の
違
い
」
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
金
融
庁
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る

�
国
際
会
計
基
準
に
関
す
る
誤
解
�
の
資
料

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
資
産
負
債
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
、

当
期
純
利
益
と
包
括
利
益
、
細
則
主
義
か
ら

原
則
主
義
へ
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明

が
あ
り
、
最
後
に
日
本
の
上
場
企
業
、
中
小

企
業
へ
の
影
響
等
に
触
れ
ら
れ
講
演
は
終
了

し
た
。

―
「
日
本
産
業
と
中
小
企
業
の
行
方
〜
海
外

生
産
時
代
の
国
内
生
産
に
向
け
て
」
に
つ

い
て
加
藤
教
授
講
演

平
成
二
三
年
七
月
二
七
日
�
一
四
時
か
ら

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
研
修
室
に
お
い
て
、

埼
玉
大
学
と
本
会
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座

平
成
二
三
年
度
第
二
講
が
開
催
さ
れ
た
。

第
二
講
は
、
中
小
企
業
論
、
地
域
経
済
論

が
ご
専
門
で
、
特
に
地
域
経
済
の
担
い
手
と

し
て
の
地
域
中
小
企
業
の
発
展
課
題
、
日
本

産
業
の
生
産
構
造
変
化
が
次
代
の
も
の
づ
く

り
に
及
ぼ
す
影
響
、
さ
ら
に
は
製
造
現
場
に

お
け
る
技
術
革
新
か
ら
み
た
中
小
企
業
の
発

展
課
題
等
の
テ
ー
マ
を
日
本
国
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、
世
界
各
国
の
企
業
の
現
場
視
察
等
を

通
じ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
、
埼
玉
大
学
経
済

学
部
教
授
加
藤
秀
雄
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「
日
本
産
業
と
中
小
企
業
の
行
方
〜
海
外
生

産
時
代
の
国
内
生
産
に
向
け
て
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
、
会
員
六
六
名
が
参
加
し
、

熱
心
に
聴
講
し
た
。

講
演
要
旨（
詳
細
は
別
送
の
講
演
資
料
参
照
）。

□
今
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
―
日
本
産
業

と
中
小
企
業
の
内
外
に
わ
た
る
取
引
構
造

変
化
等

□
日
本
産
業
の
海
外
生
産
に
お
け
る
取
引
構

造
変
化
の
行
方
―
海
外
に
お
け
る
日
本
企

業
の
部
品
調
達
等
の
多
様
化
、
日
本
産
業

と
中
小
企
業
の
海
外
生
産
の
実
態
等

□
日
本
産
業
の
国
内
に
お
け
る
取
引
構
造
変

化
の
行
方
―
下
請
分
業
構
造
の
内
製
化
に

よ
る
低
層
化
と
一
貫
生
産
の
方
向
性
等

□
日
本
産
業
と
中
小
企
業
の
発
展
に
向
け
て

―
海
外
生
産
に
お
け
る
取
引
構
造
変
化
の

行
方
、
国
内
生
産
に
お
け
る
取
引
構
造
変

化
の
行
方
等
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催
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二
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年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
・
プ
ロ
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ム
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る
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�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
第
一

講
・
第
二
講
開
催

３

�
第
三
九
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大

会
開
催

４
〜
５

�
企
業
経
営
動
向
調
査
結
果

６
〜
８

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
決
ま
る

９

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の

広
場

１０

�
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う
こ

そ

１１

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
、
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
労
働
法

１２
〜
１４

�
県
各
種
講
習
会
開
催
、
外
国
人
留

学
生
の
活
用
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
開
催

１５

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

１６

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
、「
こ
ん

な
時
に
こ
ん
な
事
を
」

１７
〜
１８

�
事
業
だ
よ
り
・
広
告

１９

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音

協

２０

平成２３年度のトップセミナー・プログラム決まる
平成２３年度のトップセミナーの全プログラムが決定いたしましたので、下記の通りご案内申し上げます。今後開催されるトップセミナーへ参加ご希望の方は、既にご送付済
のご案内をご覧いただき、案内末尾の申込書に必要事項を記載しお申込みください。是非とも多数の方々のご参加をお願いいたします。

講 師

キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹 瀬口 清之 氏
一橋大学大学院商学研究科 教授 守島 基博 氏
�コーチ・エィ 取締役社長

チーフエグゼクティブコーチ 鈴木 義幸 氏

GPTW代表 和田 彰 氏
グーグルHRマネジャー 民部 直章 氏
�ディスコ 働きがい開発プロジェクトリーダー

渡邉 浩司 氏
国広総合法律事務所 代表 國廣 正 氏

関東信越国税局長 大川 浩 氏

慶応義塾大学大学院 経営管理研究科教授 清水 勝彦 氏

日本経済新聞社 論説委員兼編集委員 関口 和一 氏
日本ラグビーフットボール協会コーチングディレクター・
前早稲田大学 ラグビー部監督 中竹 竜二 氏

講 演 テ ー マ

『変化する中国ビジネスへの対応～中国の政治・経済情勢を踏まえて』
『人材の複雑方程式～働きがいがあり、人が育つ職場に向けて』

『トップリーダーを育てる～エグゼクティブコーチングの実際』

『働きがいのある会社をつくるために』
第１部「働きがいのある会社とは」
第２部「働きがい第１位 グーグルの取組みについて」
第３部「働きがいベスト３０企業 ディスコの取組みについて」

『それでも企業不祥事が起こる理由
～“法令遵守”を超えるコンプライアンスの実務―企業不祥事例等を踏まえて』

『税務コンプライアンスの維持・向上に向けたコーポレートガバナンス充実について
～国税当局がトップマネジメントに期待すること』

『“戦略と実行”～立派な成長戦略を描いても実行できない企業の
原因と対応策について、豊富な事例に基づいて語る』

『スマートフォン、ソーシャルメディアの将来と企業ビジネスへの影響』
『リーダーシップからフォロワーシップへ

～部下のパフォーマンスを最大限に引き出す新しい組織論』

開催日

２３．６．１３
２３．７．１１

２３．８．２２

２３．９．１５

２３．１０．１８

２３．１１．２５

２３．１２．１６

２４．１．１７

第１回
第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

埼埼
玉玉
大大
学学
とと
のの
合合
同同
特特
別別
公公
開開
講講
座座

講
演
す
る
加
藤
秀
雄
氏

講
演
す
る
近
田
典
行
氏

製
造
業
を
中
心
に
６６
名
が
参
加
し
た

― ３ ―
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第
三
十
九
回
を
迎
え
た
本
会
主
催
の

埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
（
埼
玉
県
剣

道
連
盟
・
埼
玉
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
埼
玉

後
援
、
埼
玉
県
剣
道
連
盟
北
本
支
部
主

管
）
が
七
月
三
日
�
、
北
本
市
の
解
脱

錬
心
舘
で
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
開
会
式
に
先
立
ち
、
先
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
を
行
い

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
大
会
委
員
長
の

本
会
根
岸
茂
文
専
務
理
事
が
開
会
を
宣

言
、
大
会
会
長
の
本
会
森
谷
文
昭
会
長

代
行
が
主
催
者
挨
拶
、
同
じ
く
大
会
副

会
長
の
野
澤
治
雄
埼
玉
県
剣
道
連
盟
会

長
の
ご
挨
拶
、
審
判
長
の
根
岸
一
雄
埼

玉
県
剣
道
連
盟
副
会
長
か
ら
挨
拶
な
ら

び
に
試
合
場
の
諸
注
意
を
い
た
だ
き
、

伊
田
テ
ク
ノ
ス

橋
本
恵
一
選
手
よ
り

選
手
宣
誓
、
続
い
て
打
太
刀

加
藤
明

夫
錬
士
七
段

仕
太
刀

栗
原
剛
錬
士

七
段
に
よ
る
「
日
本
剣
道
形
」
が
行
わ

れ
、
試
合
は
、
午
前
中
は
個
人
戦
、
午

後
か
ら
は
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。

個
人
戦
は
、
女
子
の
部
が
九
試
合
、

三
段
以
下
の
部
は
十
六
試
合
、
四
段
以

上
の
部
は
三
十
三
試
合
が
行
わ
れ
、
女

子
の
部
決
勝
は
同
僚
対
決
と
な
り
、
大

久
保
香
織
（
大
塚
家
具
）
が
町
田
友
里

恵
（
大
塚
家
具
）
を
延
長
戦
で
下
し
初

優
勝
。
三
段
以
下
の
部
で
は
、
ベ
ス
ト

四
の
内
、
日
本
通
運
の
選
手
が
三
名
を

占
め
、
決
勝
で
は
中
石
吉
郎
（
日
本
通

運
）
が
甲
斐
裕
基
（
日
本
通
運
）
を
一

本
勝
ち
で
破
り
、
二
連
覇
に
輝
い
た
。

四
段
以
上
の
部
で
は
、
ベ
ス
ト
四
の

内
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
の
選
手
が
三
名
を

占
め
、
決
勝
で
は
吉
村
翔
（
伊
田
テ
ク

ノ
ス
）が
栄
花
友
彦（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

を
下
し
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

団
体
戦
は
八
つ
の
企
業
か
ら
三
名
一

組
で
十
五
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
社
内
の
体
育
活

動
が
制
限
さ
れ
、
不
参
加
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
企
業
が
数
社
有
り
、
例
年
よ
り

少
な
い
参
加
者
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、

白
熱
し
た
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
続
い

た
。
ベ
ス
ト
四
に
残
っ
た
の
は
伊
田
テ

ク
ノ
ス
三
チ
ー
ム
と
日
本
通
運
の
一
チ

ー
ム
。
準
決
勝
と
決
勝
は
昨
年
に
も
増

し
て
緊
迫
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

決
勝
戦
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

（
栄
花
元
、
奥
島
、
橋
本
）
と
伊
田
テ

ク
ノ
ス
Ｃ
チ
ー
ム
（
石
山
、
内
田
、
矢

野
）
で
争
わ
れ
、
お
互
い
手
の
内
を
知

り
尽
く
し
た
中
で
の
激
し
い
た
た
か
い

で
あ
っ
た
が
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー

ム
が
Ｃ
チ
ー
ム
を
２
―
０
で
降
ろ
し
、

大
会
六
連
覇
を
飾
っ
た
。
伊
田
テ
ク
ノ

ス
勢
と
し
て
は
こ
の
大
会
で
十
五
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

年
を
追
う
ご
と
に
レ
ベ
ル
が
向
上
し

て
き
た
こ
の
大
会
は
、
本
会
会
員
企
業

の
体
育
文
化
活
動
を
支
援
す
る
行
事
と

し
て
昭
和
四
十
五
年
に
「
埼
玉
県
経
営

者
協
会
剣
道
大
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
で
三
十
九
回
と
い
う
歴
史
あ

る
大
会
。
第
二
十
九
回
か
ら
は
�
埼
玉

県
剣
道
連
盟
の
承
認
を
得
て
「
埼
玉
県

実
業
団
剣
道
大
会
」
に
改
称
、
本
会
会

員
企
業
を
中
心
に
、
毎
年
多
数
が
参
加

す
る
大
会
へ
と
定
着
し
た
。
関
東
大
会

や
全
国
大
会
で
も
活
躍
し
て
い
る
選
手

も
参
加
す
る
が
、
女
性
も
含
め
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
大
会
と
し
て
引
き

続
き
門
戸
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
こ
の
大
会
で
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

当
日
は
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
報
道
記
者

の
方
も
取
材
に
訪
れ
、
大
会
の
模
様
は

テ
レ
玉
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ナ
ー
で
放
映
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
毎
年

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
県
剣
道
連
盟
、
同
北
本
支
部
、
同

鴻
巣
支
部
、
解
脱
錬
心
舘
、
埼
玉
新
聞

社
、
テ
レ
ビ
埼
玉
、
そ
し
て
、
別
掲
の

広
告
掲
載
企
業
、
賛
助
企
業
に
対
し
ま

し
て
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
衷
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第第
３３９９
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
催催

伊
田
テ
ク
ノ
ス

団
体
戦
六
連
覇

第３９回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助企業

広告掲載企業

伊田テクノス�
東和産業�
日本通運�
�埼玉りそな銀行
東日本電信電話�埼玉支店
栄光武道具�
武州ガス�
丸和工業�
UDトラックス�

賛 助 企 業

三国コカ・コーラボトリング�
�埼玉県剣道連盟
�テレビ埼玉
�埼玉新聞社

森
谷
文
昭
・
本
会
会
長
代
行
の
挨
拶

白
熱
し
た
試
合
展
開

野
澤
治
雄
・
埼
玉
県
剣
道
連
盟
会
長
の

挨
拶

橋
本
恵
一
選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓

― ４ ―



監督含む

第３９回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

個人戦
〈女子の部〉
決 勝 大久保 メ ― 町田

（延長勝ち）
優 勝 大久保 香里（大塚家具）
準優勝 町田 友里恵（大塚家具）
〈三段以下の部〉
準決勝 中石 メ ― 小副川
準決勝 甲斐 メ ― 中村
決 勝 中石 コ ― 甲斐
優 勝 中石 吉郎（日本通運）
準優勝 甲斐 裕基（日本通運）
三 位 小副川 聡（日本通運）
三 位 中村 圭助（中村産業）
〈四段以上の部〉
準決勝 吉村 メ ― 栄花

（延長勝ち）
準決勝 志賀 コ ― 内田
決 勝 吉村 メ ― 志賀

（延長勝ち）
優 勝 吉村 翔（伊田テクノス）
準優勝 志賀 隆史（日本通運）
三 位 栄花 友彦（伊田テクノス）
三 位 内田 祐司（伊田テクノス）
団体戦
準決勝
伊田テクノスＡ ２―１ 伊田テクノスＢ
準決勝
伊田テクノスＣ １―０ 日本通運Ａ
決 勝
伊田テクノスＡ ２―０ 伊田テクノスＣ
先鋒 栄花元 引き分け 石山
中堅 奥島 メコ ― 内田貢
大将 橋本 コ ― 矢野
優 勝 伊田テクノスＡ

（栄花元、奥島、橋本）
準優勝 伊田テクノスＣ

（石山、内田貢、矢野）
三 位 伊田テクノスＢ

（栄花友、内田祐、田口）
三 位 日本通運Ａ（紺野、中石、椎屋）

第３９回埼玉県実業団剣道大会参加状況
（社名５０音順、エントリー状況）

合 計
参加人数

１

１５

１０

６

６

１

３

２２

４

６

１

８

８３

団 体 戦

団体のみ

７

７

４

２

１

２

２３

チーム数

３

２

１

１

１

３

２

２

１５

個 人 戦

計

１

８

３

２

４

１

３

２１

４

６

１

６

６０

女子

３

５

１

９

四段以上

１

８

２

１

１

１

１３

１

３

１

２

３４

三段以下

３

２

３

３

３

３

１７

会 社 名

� 石 川 工 機

伊 田 テ ク ノ ス �

� 大 塚 家 具

グ ロ ー リ ー �

大 正 製 薬 �

�中川機器製作所

� 中 村 産 業

日 本 通 運 �

日 本 電 波 工 業 �

パイオニア�川越事業所

� 堀 河 製 作 所

UDトラックス�

合計

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

団
体
戦
優
勝

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

右
よ
り

加
藤
監
督
、
栄
花
元
、
橋
本
、
奥
島

個
人
戦

三
段
以
下
の
部

優
勝

中
石
吉
郎
選
手
（
日
本
通
運
）

個
人
戦

四
段
以
上
の
部

優
勝

�
村
翔
選
手
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

個
人
戦

女
子
の
部

優
勝

大
久
保
香
里
選
手
（
大
塚
家
具
）

加
藤
七
段
、
栗
原
七
段
に
よ
る
日
本
剣

道
形

― ５ ―
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�調査対象 ……………………………７２０社

有効回答数 ………………………１６９社

回収率……………………………２３．５％

�業種内訳 �内製造業………………８４社
�内非製造業……………８５社

�資本金別（未記入１社）
�５０００万円以下………………………７４社
�５０００万円超～１億円以下…………３３社
�１億円超～３億円以下……………１８社
�３億円超……………………………４３社

企業経営動向調査（１１年７月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�自社業況の最近のDI は、１１年４月調
査比で製造業４０ポイント、非製造業３１
ポイントと大幅に改善し、特に製造業
が＋１とプラスに転じた。

�先行きのDI では、製造業が＋２と引
き続きプラスを維持するとともに非製
造業もマイナスであるものの最近比８
ポイント改善し、全社ベースでも－１
と業況は下げ止まりの傾向がみられる。

１１年７月調査

－５

＋１

－１２

－１

＋２

－４

１１年４月調査

－４１

－３９

－４３

－９

－１

－１５

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�業界景気の最近のDI は製造業－８、
非製造業－３５となっており、１１年４月
調査比では、製造業５４ポイント、非製
造業３２ポイントともに大幅に改善して
いる。

�先行きも製造業・非製造業ともに回復
するとみており、特に製造業では＋１
と上昇するとみる企業の方が多くなっ
ている。

１１年７月調査

－２２

－８

－３５

－６

＋１

－１３

１１年４月調査

－６５

－６２

－６７

－２１

－５

－３６

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�国内景気の最近のDI は製造業－１６、
非製造業－３５と依然マイナスとなって
いるが、１１年４月調査比では製造業で
５５ポイント、非製造業で３９ポイントの
大幅改善となった。

�先行きは製造業－１３、非製造業－２０と
依然マイナスとなっているが現状比改
善傾向を示している。

１１年７月調査

－２６

－１６

－３５

－１７

－１３

－２０

１１年４月調査

－７３

－７１

－７４

－２８

－１８

－３７

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

― ６ ―



�－１．経営動向（売上高）

�設備の最近のDI は、製造業で－７と
不足に転じ非製造業も＋１と過剰感が
ほぼ解消。

�先行きも製造業は不足傾向が続き非製
造業も過剰感が解消。

１１年７月調査

－３

－７

＋１

－３

－５

０

１１年４月調査

＋９

＋１３

＋５

０

＋１

０

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の在庫水準は製造業・非製造業と
もに過大とみている。前回調査比では、
製造業で在庫が減少傾向にあるのに対
し、非製造業は増加傾向にある。

�先行きも引続き在庫過大とみており、
過剰感解消には至っていない。

１１年７月調査

＋９

＋１０

＋８

＋６

＋７

＋４

１１年４月調査

＋９

＋１９

０

０

＋６

－５

１．製造の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�１１／４－６月期の売上高DI は、１１年４月の
見通しを大幅に上回り、全社ベースで０、特
に非製造業では増加に転じた。東日本大震災
の発生により売上減少とみる企業が多かった
が、実際にはその影響は軽微であったことが
わかる。

�先行きについては１１／７－９月期に製造業も
増加すると見込んでおり、その傾向は年末に
向けさらに加速するものとみられる。

見 通 し

１１／１０－１２

＋２６

＋２７

＋２６

１１／７－９

（＋８）
＋１６

（＋１６）
＋２７

（０）
＋１１

実 績

１１／４－６

（－３０）
０

（－４３）
－４

（－１８）
＋４

１１／１－３

－１５

－１１

－１９

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�．その他

�１１／４－６月期の経常利益DI は製造業－５、
非製造業－１１と引続き減益とみる企業が多い
ものの特に製造業では１１年４月見通しを３７ポ
イントを上回るなど減益企業の割合が想定比
大幅に減少した。

�先行きは引き続き改善傾向は続くとみており
１１／１０－１２月期には非製造業もDI がプラス
に転じるなど、年末にかけて増益基調で推移
するものと見込まれる。

（注）１１／４－６月期、７－９月期の上段の（ ）内の数値は１１年４月調査時の見通し

見 通 し

１１／１０－１２

＋１８

＋１８

＋１７

１１／７－９

（＋１）
＋５

（＋８）
＋１３

（－６）
－２

実 績

１１／４－６

（－２８）
－８

（－４２）
－５

（－１５）
－１１

１１／１－３

－１９

－２０

－１７

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

― ７ ―



�雇用人員の最近のDI は、１１年４月調
査比で製造業・非製造業ともに過剰感
が和らぎ、非製造業ではほぼ解消する
見込み。

�先行きは、さらに改善が続き、製造業・
非製造業ともに不足に転じる見込み。

１１年７月調査

＋５

＋１０

＋１

－４

－４

－４

１１年４月調査

＋１４

＋２１

＋７

－３

－２

－３

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�資金繰りの最近のDI は、１１年４月調
査比で、さらに改善され、資金繰り繁
忙感は解消。

�先行きは、現状とほぼ横バイで推移し
資金繰り面では特に大きな支障はでな
い見込み。

１１年７月調査

＋４

＋１

＋６

＋１

０

＋１

１１年４月調査

－５

－７

－３

－６

－７

－５

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�販売価格の最近のDI は１１年４月調査
比で若干改善されるものの、引続き下
落傾向が続いている。

�先行きも現状と同様、下落傾向が続く
とみており、販売価格の下落傾向に歯
止めがかかっていない。

１１年７月調査

－１２

－１１

－１３

－１５

－１２

－１９

１１年４月調査

－１８

－９

－２６

－１６

－１３

－２０

５．販売価格DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�仕入価格の最近のDI は、１１年４月調
査とほぼ同水準で、引続き上昇すると
の見方が多くなっている。

�先行きも現状と同様に仕入価格は引続
き上昇するとの見方となっている。

１１年７月調査

＋２７

＋３８

＋１６

＋３０

＋３９

＋２０

１１年４月調査

＋２９

＋４１

＋１９

＋２４

＋３１

＋１８

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

― ８ ―
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埼玉県最低賃金は、１０月１日以降７５９円となる予定です。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃金支払能力、生活保護水準等を総合的に勘案した上で決定され

るもので、平成２３年度は徹底した調査・審議を重ねた結果、７５９円となり、平成２２年度と比較しますと９円の引
き上げとなりました。

時間額 ７５０円 引上額 ９円 引上率 １．２０％

〈注意していただくこと〉

１．適用する地域…埼玉県の区域
２．適用する使用者…前号の地域内で事業を営む使用者
３．適用する労働者…前号の使用者に使用される労働者
４．この最低賃金において賃金に算入しないもの…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
５．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「輸送用
機械器具製造業」、「光学機械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、「各種商品小売業」及び「自動車小売
業」については、別途特定（産業別）最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話０４８‐６００‐６２０５）または最寄の労働基準監督署へお問い合わせください。

埼埼埼玉玉玉県県県ののの最最最低低低賃賃賃金金金ののの改改改定定定
10月1日以降、759円

２３

７５９円

９円
１．２０％

２２

７５０円

１５円
２．０４％

２１

７３５円

１３円
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青 森
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栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

平成２３年度地域別最低賃金額（時間額）の状況（平成２３年９月１日現在）

過去５年間の最低賃金額の状況
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企業の事業・研究開発戦
略立案のためのデータ作
成

学歴・略歴
菰田 文男
（こもだ ふみお）
１９７８年 九州大学大学院
経済学研究科博士課程
修了（経済学）

１９７８年 山口大学経済学
部講師

１９８０年 同助教授
１９９３年 埼玉大学経済学
部教授
現在に至る

「計量書誌学（Bibliometrics）」
とは、もともとは紙媒体で刊行・

蓄積されてきた研究論文や特許公報などの知的ベ
ースがデジタルデータベース化されるようになり、
「著者」「キーワード」などを手がかりとして検
索可能になったことによって生まれた新しい研究
分野である。キーワード件数の時系列やキーワー
ド間の共起関係をもとに、研究・技術動向を捉え
たり、国の競争力を知ることができるようになっ
た。私はこの手法を用いて、日本の IT 産業やバ
イオ産業の競争力や技術連関構造の解明のための
研究をおこなってきた。
ところが、最近１０数年のコンピュータの処理能
力の向上により、計量書誌学という範疇を超えた
「テキストマイニング」という新しい研究分野が
生まれつつある。リレーショナルデータベースと
して構造化されたデータを扱う従来の計量書誌学
と異なり、テキストマイニングは構造化されてい
ない自然言語で書かれたテキストデータを解析対
象とするので、それから得られる「知識」「意味」
も遙かに大きくなる。ただ、テキストデータの統
計解析には大きな難問がある。リレーショナルデ

ータベースのように限られた属性を対象とするの
ではなく、無数の形態素（単語とほぼ同義）の中
から意味のある単語を抽出し、その共起行列（し
ばしば疎な行列となる）から単語間の「類似性」
等の関係性を知らねばならないからである。この
困難性を克服して「知識」を獲得し、企業の技術
経営に資する手法について研究している。
そのために現在、企業のサイバー空間上に知識
創出・共有システムを作成し、テキストデータを
編集し付加価値を与えるための仕組みを構想して
いる。このような仕組みを実現することによって、
「失われた２０年」とも言われるバブル経済の崩壊
後の日本企業の競
争力の低下に歯止
めをかけることが
でき、「選択と集
中」をはじめとす
る企業の技術経営
に関する戦略立案
のための指針も得
られるのではない
かと考えている。

振動低減による機械の運
動の高精度化、高速化な
ど

学歴・略歴
山本 浩
（やまもと ひろし）
１９８６年 東京工業大学理
工学研究科機械工学専
攻を修了
同年より株式会社東芝に
て設計開発業務に従事

１９８９年より東京工業大学
工学部助手、

１９９５年より埼玉大学工学
部助教授、

２００９年より埼玉大学大学
院理工学研究科教授、
現在に至る。

はじめに：機械において発生す

る振動は多くの場合望まれていな

いものであり、振動低減の要求には限りがありま

せん。我々は、種々の機械で生じる振動の発生原

因を明らかにするとともに、振動を小さくする新

たなしくみを見出すことを通し、安心して使える、

安全に使える機械の実現を目指しています。以下

にちょっとした工夫で振動を低減した研究事例の

一部を紹介します。

空気軸受・回転軸系の高性能化：空気軸受は、

回転精度が極めて高くクリーンであることから、

超精密機器に多く用いられていますが、油で潤滑

された軸受と比較すると減衰能が低いという問題

があります。軸受面に浅い溝を設け、軸受面を最

適形状に分断した構造を提案し、軸受の減衰能の

向上を始めとし、回転精度の向上や、軸受で支持

された超高速回転体で生じる自励振動の抑止のた

めの設計指針を明らかにしました。

空気ばね防振機構の高性能：空気ばねは、広い

周波数領域で振動伝達率を小さくできるという特

徴から、振動絶縁デバイスとして用いられていま

す。空気ばねの中には、空気流路に設けたオリフ

ィス（小さな穴）における流体抵抗により、生じ

た振動を速やかに減衰させることを狙ったものが

ありますが、周辺環境に合わせ調整せざるを得な

いなどの問題があります。このオリフィスの代わ

りに浅い溝を設けスリットを形成する構造を提案

し、安定した減衰特性を有し調整が不要な防振機

構の設計指針を明らかにしました。

より確実な動きをめざして：『計算結果と実験

結果は「かなり良く」一致した。』という結論の

報告が多いことなどが物語るように、まだまだは

っきりしていない事例は非常に多いと考えていま

す。少しでも安心して使うことのできる、安全に

使うことのできる、振動低減のためのメカニズム、

解析手法などを見出すべく研究を進めていきたい

と考えております。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

テキストマイニングにもとづく技術経営戦略
埼玉大学経済学部 菰 田 文 男 教授

機械振動の低減をめざして
埼玉大学大学院理工学研究科 山 本 浩 教授

―１０―
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国際化している現代では、英語が専門ではなくても、日常生
活・職務上（国際レベルでの企業間取引やプロジェクト・技術
の共同開発・開発技術発表）でも英語を使用することが必要と
なる場面や機会が多くなっています。専門に詳しく、かつ、語
学の能力もあるといった両方の能力を持つ人材が企業で求めら
れています。
大学での英語教育では、英語を「学ぶ対象」としていた高校
までとは異なり、英語を「ツール」として学生自身の専門分野
やさまざまなことを学び、表現することができるようになるこ
と、さらに将来企業で役立てるような語学力・コミュニケーシ
ョン能力が身につくような英語教育が必要であると思います。
�専門分野のことを英語で理解し、英語で自分の考えを伝え
たり論じたりすることができる能力
�コミュニケーション能力（英語で自分の考えを伝え、相手

の考えを理解する能力）
�異文化理解（他文化と自文化の文化的価値観や物事の捉え
方の相違などの理解）
�英米語圏以外の英語（アジアなど）についての理解
などが必要であると考えています。
自身の研究では、「ことば」をそれと密接に関わり合う文化・
人間の認知などの要素とを相関させ包括的に捉えるといった観
点で、実際の会話におけるさまざまな言語特徴を観察し、表面
的な言語構造だけではなく、人間の認知レベルでの普遍部分、
言語による相違部分を示すことで、日本語と英語のコミュニケ
ーションの実態を比較分析し、ことばの本質を明らかにするこ
とを目的に研究を行ってきました。これまでの研究で明らかに
したことを、異文化理解の観点からの授業や、英語教育の実践
の場で活かすという点で役立てられると考えています。

オフィスビル等における照明用電力を削減する手法の一つと
して昼光利用があります。２０１１年３月の地震による東京電力管
内の電力供給力不足のため首都圏では節電が余儀なくされ、消
灯・減灯が実施されています。その中で昼光利用の必要性が益々
高まっています。
直射日光の入射は冷房負荷の増大、不快グレア（まぶしさ）
の原因となるため、通常、窓面には直射日光を制御するための
ブラインド、などの日射遮蔽装置が必要となります。伊藤研究
室では日射遮蔽装置の光学特性値、熱物性値の把握を行ってい
ます。
さらに最近はブラインドメーカーと共同で昼光利用型ブライ
ンドの開発を行っています（特許出願中）。このブラインドは
水平ブラインドにライトシェルフの機能を持たせることにより、
より積極的に昼光を利用し、照明負荷の削減及び光環境の快適
性向上を目的としています。（ライトシェルフとは窓の途中に
設けられた中庇のことであり、直射日光を室内の天井部に反射

させて、室奥まで昼光を導入するものです。）ライトシェルフ
は大掛かりな取り付け作業が必要、重たい印象を与える、コス
トが高いといった問題がありますが、今回開発しているブライ
ンドは、それらの諸問題を解決することもできると考えていま
す。本年度の伊藤研究室では学生とともに、昼光利用型ブライ
ンドの光学特性値や視環境に与える影響等を測定しています。
この様にただ提案するだけでなく、本学の学生が得意とする装
置の作製、検証・評価を
一貫して行っています。
今後、昼光を利用し
省電力でかつ質の高い
光環境を実現したい時、
これらの知見が役に立
つと思います。その際
は是非、ご連絡くださ
い。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

言語分析研究の英語教育への応用
製造学科 土 井 香乙里 講師

土井香乙里（どい かおり）講師 早稲田大学大学院教育学研究科博士後期課程。早稲田大学人間科学学術院人間情報科学科助
手、同研究センター客員講師、東京電機大学理工学部（EEP）インストラクターを経て、２０１０年９月から、ものつくり大学講師。
社会言語学・英語教育。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４４／k_doi@iot.ac.jp）

昼光利用型ブラインド開発中
建設学科 伊 藤 大 輔 講師

伊藤大輔（いとう だいすけ）講師 東海大学連合大学院修了、博士（工学）、独立行政法人建築研究所専門研究員を経て、２００９
年９月よりものつくり大学講師。日本建築学会、照明学会所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８５７／ito@iot.ac.jp）

伊藤研測定風景
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た
。
右
本
件
身
元
保
証
書
に
は
、

『
万
一
、
過
失
又
は
懈
怠
に
よ
っ
て
貴

社
に
損
害
を
及
ぼ
し
そ
の
義
務
を
尽
く

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

私
共
が
連
帯
し
て
履
行
の
責
に
任
じ
貴

社
の
お
指
図
に
従
っ
て
弁
償
い
た
し
ま

す
。』
と
の
記
載
が
あ
る
。」
と
の
事
実

認
定
を
し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
身
元
保
証
ニ
関
ス
ル
法
律
」
の
五
条

は
、「
裁
判
所
ハ
身
元
保
証
人
ノ
損
害

賠
償
ノ
責
任
及
其
ノ
金
額
ヲ
定
ム
ル
ニ

付
被
用
者
ノ
監
督
ニ
関
ス
ル
使
用
者
ノ

過
失
ノ
有
無
、
身
元
保
証
人
ガ
身
元
保

証
ヲ
為
ス
ニ
至
リ
タ
ル
事
由
及
之
ヲ
為

ス
ニ
当
リ
用
ヰ
タ
ル
注
意
ノ
程
度
、
被

用
者
ノ
任
務
又
ハ
身
分
上
ノ
変
化
其
ノ

他
一
切
ノ
事
情
ヲ
斟
酌
ス
」
と
定
め
て
、

身
元
保
証
人
の
責
任
を
軽
減
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
次
の
と
お
り
多

額
の
損
害
賠
償
責
任
が
判
示
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、「
本
件
損
害
額
に
は
相
場

の
変
動
と
い
う
不
確
定
な
事
情
が
加
味

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
他
本
件
に
あ

ら
わ
れ
た
一
切
の
事
情
を
斟
酌
す
る
と
、

被
告
Ｙ
を
身
元
保
証
し
た
被
告
Ａ
及
び

同
Ｂ
の
損
害
賠
償
責
任
は
、
身
元
保
証

法
第
五
条
を
適
用
し
て
、
損
害
の
公
平

な
分
担
と
い
う
観
点
か
ら
、
被
告
Ｙ
の

負
担
す
べ
き
損
害
額
の
四
割
に
減
額
す

る
の
が
相
当
で
あ
り
、
被
告
Ａ
及
び
同

Ｂ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
被
告
Ｙ
と
連
帯
し
て
、

本
件
損
害
額
の
う
ち
、
四
一
三
四
万
四

二
〇
六
円
の
限
度
に
お
い
て
損
害
賠
償

の
義
務
が
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で

あ
る
。」（
平
四
・
三
・
二
三
東
京
地
裁

判
決
、
ワ
ー
ル
ド
証
券
事
件
、
労
判
六

一
八
号
四
二
頁
）
と
し
、
四
千
万
円
を

超
え
る
損
害
賠
償
が
身
元
保
証
人
に
命

ぜ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
身
元
保

証
人
の
責
任
に
つ
き
、
被
告
歩
合
外
交

員
の
負
う
損
害
賠
償
責
任
の
四
割
に
と

ど
め
た
も
の
の
、
本
件
の
場
合
は
、
被

告
歩
合
外
交
員
の
損
害
賠
償
責
任
額
が

一
億
三
三
六
万
余
円
と
高
額
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
身
元
保
証
人
の
損
害
賠
償
責

任
額
も
四
一
三
四
万
余
円
と
、
相
当
に

高
額
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
多
額
の
損
害
賠
償
を
命
ず

る
判
決
の
事
案
も
あ
り
、
身
元
保
証
契

約
の
責
任
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

�
身
元
保
証
契
約
の
由
来

身
元
保
証
と
は
、
明
治
以
前
に
行
わ

ひ
と
う
け

れ
て
い
た
「
人
請
」
に
由
来
す
る
と

こ
ろ
の
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
特
殊
の

保
証
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

人
請
は
奉
公
人
の
た
め
の
保
証
で
あ

る
と
こ
ろ
、「
奉
公
」
と
は
、
元
来
は
、

封
建
制
度
下
に
お
け
る
臣
下
が
そ
の
主

君
に
対
し
一
身
を
捧
げ
て
忠
勤
奉
仕
す

る
こ
と
を
意
味
し
、
封
建
君
主
に
対
す

る
臣
下
を
意
味
し
た
が
、
徳
川
時
代
に

入
っ
て
か
ら
は
、
私
法
的
な
雇
傭
契
約

上
の
労
務
者
を
指
し
て
「
奉
公
人
」
と

呼
び
、
こ
の
よ
う
な
労
務
者
の
な
す
労

務
給
付
を「
奉
公
」と
称
し
た
。
足
軽
・

仲
間
・
若
党
・
小
者
等
の
ご
と
き
武
家

奉
公
人
も
、
下
男
・
下
女
・
乳
母
・
番

頭
・
手
代
・
丁
稚
・
弟
子
・
作
男
等
の

ご
と
く
庶
民
の
家
に
召
し
使
わ
れ
た
者

も
皆
ひ
と
し
く
「
奉
公
人
」
の
名
を
も

っ
て
呼
ば
れ
た
。
人
請
は
か
か
る
奉
公

人
の
た
め
に
保
証
人
た
る
べ
き
こ
と
を

約
す
る
契
約
を
意
味
し
た
（
西
村
信
雄

著
「
身
元
保
証
の
研
究
」
二
頁
）。
そ

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
十
七
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１１
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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れ
は
、
徳
川
時
代
の
こ
の
人
請
制
度
は
、

一
面
に
お
い
て
人
民
取
締
の
た
め
の
警

察
的
法
制
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
人
請
」
の
「
請
人
」
は
、
奉
公
人
の

出
所
・
素
性
の
確
実
な
こ
と
、「
外
よ

り
構
申
者
（
か
ま
え
て
も
う
す
も
の
）

一
切
無
御
座
（
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）」
と

い
う
こ
と
を
記
載
し
、
御
法
度
の
宗
門

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
等
々
、
奉
公
人

の
一
身
上
の
諸
事
項
に
つ
い
て
「
請

合
」
を
す
る
こ
と
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、人
請
は
文
字
ど
お
り「
身
許
」

の
「
請
合
�
保
証
」
で
あ
っ
た
（
同
前

書
）。
今
日
の
身
元
保
証
制
度
は
一
面

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
人
請
制
度
の

遺
制
か
ら
今
日
の
身
元
保
証
責
任
と
前

時
代
の
人
請
責
任
と
は
そ
の
内
容
に
お

い
て
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
々
の
世
間
的
常
識
に
お
い

て
は
、
今
日
の
身
元
保
証
も
前
時
代
の

制
度
と
同
じ
く
文
字
ど
お
り
「
身
許
」

の
「
保
証
」
で
あ
り
、
広
く
身
元
本
人

の
一
身
上
の
諸
事
項
に
つ
い
て
「
請

合
」
を
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
伝
統
的

慣
習
的
な
考
え
方
が
支
配
し
て
お
り
、

�
に
記
載
し
た
よ
う
な
民
事
上
の
損
害

賠
償
義
務
を
負
う
契
約
と
は
思
っ
て
い

な
い
と
い
う
人
も
い
る
の
で
あ
る
。

�
身
許
保
証
契
約
と
は

今
日
の
身
元
保
証
と
徳
川
時
代
の
人

請
と
は
、
そ
の
法
的
性
質
や
法
的
効
力

に
お
い
て
も
、
ま
た
、
そ
の
社
会
的
機

能
に
お
い
て
も
、
本
質
的
な
相
違
が
あ

る
。
今
日
の
身
元
保
証
は
民
法
上
の
債

務
の
保
証
で
あ
り
、
主
た
る
債
務
者
で

あ
る
身
元
本
人
が
負
担
す
る
か
も
し
れ

な
い
と
こ
ろ
の
損
害
賠
償
債
務
を
連
帯

し
て
履
行
す
べ
き
義
務
を
負
う
契
約

（
合
意
）
と
い
う
法
的
構
造
を
も
つ
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
八
年
に
制
定
さ
れ

た
「
身
元
保
証
ニ
関
ス
ル
法
律
」
に
基

づ
く
契
約
で
あ
り
、
同
法
第
一
条
は
、

「
引
受
、
保
証
其
ノ
他
名
称
ノ
如
何
ヲ

問
ハ
ズ
期
間
ヲ
定
メ
ズ
シ
テ
被
用
者
ノ

行
為
ニ
因
リ
使
用
者
ノ
受
ケ
タ
ル
損
害

ヲ
賠
償
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
ス
ル
身
元
保
証

契
約
ハ
其
ノ
成
立
ノ
日
ヨ
リ
三
年
間
其

ノ
効
力
ヲ
有
ス
但
シ
商
工
業
見
習
者
ノ

身
元
保
証
契
約
ニ
付
テ
ハ
之
ヲ
五
年
ト

ス
」
と
定
め
て
い
る
。

身
元
保
証
契
約
は
、
被
用
者
の
た
め

の
保
証
契
約
（
広
義
）
で
あ
っ
て
、
身

元
保
証
人
乙
が
使
用
者
甲
に
対
し
、
被

用
者
（
身
元
本
人
）
丙
に
関
す
る
同
人

の
行
為
に
よ
り
使
用
者
甲
の
受
け
た
損

害
を
賠
償
す
る
と
い
う
こ
と
を
担
保
す

る
契
約
を
総
称
す
る
。
多
く
の
場
合
は
、

使
用
者
甲
が
、
身
元
本
人
丙
の
行
為
、

も
し
く
は
、
そ
の
他
丙
に
関
す
る
何
ら

か
の
事
由
に
よ
っ
て
現
実
に
損
害
を
こ

う
む
っ
た
場
合
に
そ
の
損
害
を
賠
償
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
場
合
に
よ
り
、
損
害
の
発
生

を
未
然
に
防
ぎ
、
も
し
く
は
、
損
害
の

よ
り
以
上
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
を

も
意
味
す
る
こ
と
も
含
む
場
合
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
契
約
す
る
当
事

者
は
、
労
働
者
で
あ
る
丙
の
た
め
に
身

元
保
証
人
乙
と
使
用
者
甲
と
の
間
の
契

約
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約

の
当
事
者
は
、
使
用
者
甲
と
身
元
保
証

人
乙
と
の
間
の
契
約
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
実
際
上
は
よ
く
身
元
本
人
の
依
頼

に
よ
っ
て
、
雇
用
の
条
件
と
し
て
身
元

保
証
契
約
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
労
働
者
本
人
丙
と
身
元
保
証
人
乙

と
の
契
約
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
も

い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
契
約
は
使

用
者
と
身
元
保
証
人
と
の
間
の
も
の
で

あ
り
、
労
働
者
は
第
三
者
と
な
る
（
第

１
図
参
照
）。

こ
れ
は
、
契
約
当
事
者
の
一
方
（
身

元
保
証
人
）
が
相
手
方
（
債
権
者
）
に

対
し
、相
手
方
が
第
三
者（
身
元
本
人
）

の
行
為
に
因
っ
て
こ
う
む
る
で
あ
ろ
う

損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
を
（
場
合
に
よ

っ
て
は
損
害
の
発
生
も
し
く
は
拡
大
の

防
止
に
尽
力
す
べ
き
こ
と
を
も
含
め

て
）
約
す
る
契
約
な
の
で
あ
る
。

�
二
種
類
の
身
元
保
証
契
約

こ
の
身
元
契
約
に
つ
い
て
、
従
前
の

い
わ
ゆ
る
「
人
請
」
の
時
代
か
ら
の
伝

統
的
な
も
の
と
し
て
、
身
元
保
証
は
身

元
本
人
の
人
物
な
い
し
性
状
等
の
人
物

の
良
好
性
一
般
を
請
合
う
（
保
証
す

る
）
契
約
だ
と
い
う
見
解
が
本
質
的
な

も
の
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
身
元
保

証
人
が
保
証
を
引
受
け
る
に
当
た
っ
て

は
、
使
用
者
に
対
し
て
身
元
本
人
の
人

物
な
い
し
性
状
に
問
題
の
な
い
こ
と
を

一
般
に
請
合
う
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ

の
よ
う
な
身
元
本
人
が
雇
用
さ
れ
る
に

あ
た
っ
て
、
今
日
の
採
用
手
続
で
は
使

用
者
側
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ま
で
全
く

見
ず
知
ら
ず
の
人
物
の
採
用
で
あ
る
た

め
、
十
分
に
事
前
把
握
で
き
な
い
ま
ま

雇
用
す
る
こ
と
が
一
般
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
雇
用
に
あ
た
っ
て
、
本
人
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
る
身
元
保
証
人
に
保

証
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
我
が

国
の
雇
用
の
実
態
か
ら
み
て
必
要
な
保

証
制
度
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
特
に
採

用
方
を
知
り
合
い
の
企
業
に
依
頼
し
、

推
薦
採
用
（
い
わ
ゆ
る
縁
故
採
用
）
の

場
合
に
お
い
て
は
、
特
に
右
の
よ
う
な

「
請
合
」
を
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
被
用
者
た
ら
ん
と
す

る
者
の
為
に
そ
の
人
物
の
人
格
や
性
状

等
一
般
を
請
合
う
こ
と
は
単
な
る
事
実

上
の
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
身

元
保
証
人
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、「
被
用
者
ノ
行

為
ニ
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル
損
害
ヲ
賠
償
ス
ル

第１図 身元保証契約の構図

使用者
（甲）

被用者本人（丙）の行為により甲
が受けた損害の乙による賠償

契約身元保証人
（乙）
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コ
ト
ヲ
約
ス
ル
」
の
が
身
元
保
証
契
約

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
し
、

身
元
保
証
人
が
法
律
的
な
意
味
に
お
い

て
、
身
元
本
人
の
健
康
・
性
格
・
行
状
・

技
能
等
々
身
元
本
人
の
人
物
・
性
状
等

一
般
に
つ
き
、
あ
る
程
度
の
完
全
性
を

請
合
う
こ
と
も
あ
る
が
、
我
が
国
の
雇

用
慣
行
上
不
合
理
な
こ
と
で
は
な
い
に

し
て
も
、
そ
れ
は
法
的
に
は
損
害
賠
償

に
帰
結
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
身
元
保

証
人
は
、
身
元
本
人
の
人
物
・
性
状
等

の
い
ず
れ
か
の
点
に
お
い
て
そ
の
請
合

っ
た
程
度
に
比
べ
て
欠
陥
が
あ
り
、
そ

の
結
果
雇
用
し
た
使
用
者
が
不
測
の
損

害
を
こ
う
む
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を

保
証
し
た
身
元
保
証
人
と
し
て
は
、
そ

れ
に
よ
り
発
生
し
た
使
用
者
の
損
害
を

賠
償
す
る
責
任
は
免
れ
得
な
い
こ
と
と

な
る
。

し
か
し
、
現
代
の
雇
用
契
約
な
い
し

労
働
契
約
と
前
時
代
の
奉
公
契
約
と
が

そ
の
法
律
的
本
質
を
全
く
異
に
し
て
い

る
の
と
同
様
に
、
今
日
の
身
元
保
証
と

前
時
代
の
人
請
と
は
そ
の
法
律
的
本
質

を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
い
え

る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
現
代
の
身
元
保

証
に
お
い
て
、
使
用
者
が
身
元
保
証
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
は
、
主
と
し
て
、
身

元
本
人
に
よ
っ
て
（
と
く
に
そ
の
不
正

背
任
・
違
法
・
不
当
な
行
為
に
よ
っ
て
）

こ
う
む
る
か
も
し
れ
な
い
損
害
の
賠
償

を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

万
一
の
場
合
に
お
け
る
損
害
補
償
の
担

保
の
手
段
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で

通
常
の
民
事
上
の
債
務
の
保
証
契
約
と

同
類
で
あ
る
と
解
す
る
考
え
方
も
有
力

に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
日

で
は
使
用
者
に
と
っ
て
は
、
身
元
保
証

人
が
万
一
の
場
合
に
お
け
る
損
害
の
賠

償
の
確
保
を
し
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
足

り
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
身
元

保
証
人
が
身
元
本

人
の
人
物
・
性
状

等
を
熟
知
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
大

し
て
問
題
で
は
な

く
、
損
害
の
賠
償

を
す
る
資
力
を
有

す
る
か
ど
う
か
が

重
要
な
関
心
事
な

の
で
あ
る
と
す
る

考
え
方
が
中
心
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

現
在
の
学
説
で

は
、
身
元
保
証
契

約
を
二
類
型
に
分

類
し
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
は

「
身
元
引
受
」
と
い
う
人
物
・
性
状
等

を
保
証
す
る
こ
と
を
含
む
損
害
賠
償
契

約
で
あ
り
、
そ
の
二
は
「
身
元
保
証
」

と
い
う
単
な
る
金
額
上
の
損
害
の
賠
償

を
保
証
す
る
契
約
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
名
称
に
よ
っ
て
類
型
を
分
け
、
前

者
の
「
身
元
引
受
契
約
」
を
も
っ
て
、

広
義
の
保
証
契
約
と
解
し
、後
者
の「
身

元
保
証
契
約
」
を
も
っ
て
狭
義
の
身
元

保
証
契
約
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
第
２

図
参
照
）。

労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
・
休
憩
・
休
日

等
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
同
法
第
四
一
条
第

二
号
の
管
理
監
督
者
に
つ
い
て
、
労
働
基
準

監
督
官
に
よ
っ
て
解
釈
取
扱
い
が
大
き
く
異

な
る
こ
と
が
あ
っ
て
事
業
場
は
困
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
通
達
に
い
う
「
労
務
管
理
に
つ

い
て
経
営
者
と
一
体
的
な
立
場
に
あ
る
者
」

と
の
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
立
法
時
の
資
料
に
よ
れ

ば
、「
監
督
若
し
く
は
管
理
の
地
位
に
あ
る

者
」
の
う
ち
、「
監
督
の
地
位
に
あ
る
者
」

と
は
「
労
働
者
に
対
す
る
関
係
に
於
て
使
用

者
の
為
に
労
働
状
況
を
観
察
し
労
働
条
件
の

履
行
を
確
保
す
る
地
位
に

あ
る
者
」
の
こ
と
で
あ
り
、

「
管
理
の
地
位
に
あ
る
者
」

と
は
「
労
働
者
の
採
用
、

解
雇
、昇
給
、転
勤
等
人
事

管
理
の
地
位
に
あ
る
者
」

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

立
法
後
の
行
政
解
釈
は
、
当
初
は
、「
一

般
的
に
は
局
長
、
部
長
、
工
場
長
等
労
働
条

件
の
決
定
そ
の
他
労
務
管
理
に
つ
い
て
経
営

者
と
一
体
的
な
立
場
に
在
る
者
の
意
で
あ
る

が
、
名
称
に
促
わ
れ
ず
出
社
退
社
等
に
つ
い

て
厳
格
な
制
限
を
受
け
な
い
者
に
つ
い
て
実

態
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
」と
し
た（
昭

和
二
二
・
九
・
一
三
発
基
一
七
号
）。
そ
の

後
、「
職
制
上
の
役
職
者
の
う
ち
、
労
働
時

間
、
休
憩
、
休
日
等
に
関
す
る
規
制
の
枠
を

超
え
て
活
動
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
、
重
要
な
職
務
と
責
任
を
有
し
、
現

実
の
勤
務
態
様
も
、
労
働
時
間
等
の
規
制
に

な
じ
ま
な
い
よ
う
な
立
場
に
あ
る
者
に
限
っ

て
」
労
働
法
四
一
条
の
管
理
監
督
者
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
、
併
せ
て
「
管
理
監
督
者

で
あ
る
か
の
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
…
賃
金

等
の
待
遇
面
に
つ
い
て
も
無
視
し
得
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。」
と
し
た
（
昭
和
六
三
・

三
・
一
四
基
発
一
五
〇
号
）。「
出
社
退
社
等

に
つ
い
て
厳
格
な
制
限
を
受
け
な
い
者
」
と

の
従
来
の
幾
分
窮
屈
な
判
断
要
素
は
改
め
ら

れ
た
も
の
の
、
部
分
的
修
正
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
問
題
の
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

「
労
務
管
理
に
つ
い
て
経
営
者
と
一
体
」

と
は
、「
労
務
管
理
方
針
の
決
定
に
直
接
参

画
す
る
者
」
と
の
観
点
に
立
っ
て
経
営
会
議

等
に
参
画
す
る
な
ど
取
締
役
や
本
社
部
長
な

ど
を
い
い
、
経
営
幹
部
で
は
な
い
支
店
長
以

下
の
者
は
該
当
し
な
い
と
い
っ
た
極
端
な
解

釈
を
と
る
労
基
監
督
官
も
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
菅
野
和
夫
前
労
働
政

策
審
議
会
会
長
は
、「
近
年
の
裁
判
例
を
み

る
と
、
管
理
監
督
者
の
定
義
に
関
す
る
上
記

の
行
政
解
釈
の
う
ち
、『
経
営
者
と
一
体
の

立
場
に
あ
る
者
』、『
事
業
主
の
経
営
に
関
す

る
決
定
に
参
画
し
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

企
業
全
体
の
運
営
へ
の
関
与
を
要
す
る
と
誤

解
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
企
業
の
経

営
者
は
管
理
職
者
に
企
業
組
織
の
部
分
ご
と

の
管
理
を
分
担
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
連
携

統
合
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
担
当
す
る
組

織
部
分
に
つ
い
て
経
営
者
の
分
身
と
し
て
経

営
者
に
代
わ
っ
て
管
理
を
行
う
立
場
に
あ
る

こ
と
が
『
経
営
者
と
一
体
の
立
場
』
で
あ
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
組

織
部
分
が
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
組
織
単
位

で
あ
れ
ば
、
そ
の
管
理
を
通
し
て
経
営
に
参

画
す
る
こ
と
が
『
経
営
に
関
す
る
決
定
に
参

画
し
』
に
あ
た
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。」

（「
労
働
法
（
第
九
版
）」
二
八
四
〜
二
八
五

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

使
用
者
か
ら
権
限
を
委
ね
ら
れ
て
、
部
下

の
労
務
管
理
に
あ
た
る
者
も
、
ま
さ
に
管
理

を
通
じ
て
経
営
に
参
画
す
る
者
で
あ
る
。
こ

の
点
を
誤
解
し
て
い
る
こ
と
が
現
実
離
れ
し

た
一
部
の
労
基
監
督
官
の
極
端
な
解
釈
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第２図 身元保証の二類型

身元引受契約

�
身
元
の
請
合
い
を
含

み
、
病
気
（
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
）
等
の
場
合
の

扶
養
引
取
り
等
を
含
む

金
銭
賠
償
だ
け
で
な
く

業
務
の
遂
行
の
履
行
の

担
保
も
含
む
契
約

身元保証

身元保証契約

�
身
元
の
請
合
い
と
い

っ
た
人
物
の
保
証
は
含

ま
ず
、
身
元
本
人
の
行

為
に
よ
り
発
生
し
た
金

銭
的
損
害
の
み
に
つ
い

て
の
賠
償
の
担
保
契
約

経
営
者
と一

体
的
立
場
と
は

弁
護
士

安
西

�
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本
会
と
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
が

共
催
し
実
施
し
て
い
る
、「
第
一
種
・

第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
」

と
「
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
」
を
八

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
開
催
し
た
。

今
年
度
で
四
年
目
の
開
催
と
な
る
こ

の
両
研
修
に
は
、
毎
年
多
く
の
ご
参
加

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
度
は
八
月

二
日
・
三
日
の
二
日
間
で
第
一
回
衛
生

管
理
者
受
験
対
策
講
座
、九
月
十
三
日
・

十
四
日
の
二
日
間
で
第
二
回
衛
生
管
理

者
受
験
対
策
講
座
を
開
催
、
八
月
二
四

日
に
は
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
を
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
四
〇
名
前
後
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
中
小
企
業
を
中

心
に
衛
生
管
理
者
、
安
全
管
理
者
選
任

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
と
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
た
。

□
第
一
種
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
受

験
の
た
め
の
対
策
講
座
（
二
日
間
）

う
す
い
か
ず
ひ
ろ

講
師
�
臼
井
一
博

氏
（
�
ウ
ェ
ル

ネ
ッ
ト

専
任
講
師
、
中
小
企
業
診
断

士
、
第
一
種
衛
生
管
理
者
）

特
長
�
�
過
去
の
出
題
傾
向
を
徹
底

分
析
し
、
試
験
に
出
や
す
い
ポ
イ
ン
ト

を
絞
り
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
学
習

方
法
を
伝
授
、
�
難
し
い
専
門
用
語
や

内
容
を
語
呂
合
わ
せ
な
ど
で
わ
か
り
易

く
解
説
、
�
講
義
↓
演
習
↓
解
説
の
サ

イ
ク
ル
で
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
内
容

に
よ
り
、
二
日
間
で
合
格
に
到
達
で
き

る
レ
ベ
ル
ま
で
講
義
を
行
う
。

□
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修（
九
時
間
）

講
師
�
鈴
木

昭

氏
（
�
ウ
ェ
ル

ネ
ッ
ト

専
任
講
師
、
労
働
安
全
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

特
長
�
�
法
で
定
め
ら
れ
た
研
修
を

実
施
、
�
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
講
義
、

�
専
門
用
語
や
専
門
的
内
容
を
具
体
的

で
わ
か
り
易
く
解
説
、
�
一
日
で
終
了

す
る
の
で
参
加
し
や
す
い
、
な
ど
で
、

法
定
九
時
間
講
義
の
受
講
者
に
は
修
了

証
を
交
付
し
て
い
る
。

〔
参
考
〕
選
任
の
要
件
な
ど

◇
衛
生
管
理
者

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
二
条
）
に

よ
り
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を

使
用
す
る
事
業
場
で
は
、
労
働
衛
生
に

関
す
る
技
術
的
事
項
を
管
理
す
る
者
と

し
て
、「
衛
生
管
理
者
」
を
選
任
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衛
生
管
理
者
に
は
、
衛
生
管
理
者
試

験
（
第
一
種
・
第
二
種
）
に
合
格
し
都

道
府
県
労
働
局
長
の
免
許
を
受
け
た
者

な
ど
を
充
て
る
こ
と
。

◇
安
全
管
理
者

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
一
条
）
に

よ
り
、
屋
外
産
業
的
業
種
と
工
業
的
業

種
及
び
第
三
次
産
業
の
特
定
業
種
に
属

し
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
場
で
は
、
労
働
安
全
に
関

す
る
技
術
的
事
項
を
管
理
す
る
者
と
し

て
、「
安
全
管
理
者
」
を
選
任
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
を
受

け
た
者
で
な
け
れ
ば
選
任
で
き
な
い
。

平
成
二
三
年
七
月
一
四
日
�
一
三
時

三
〇
分
か
ら
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
企
業
の
海
外
戦

略
支
援
並
び
に
外
国
人
留
学
生
採
用
促

進
に
向
け
て
と
題
し
て
、『
外
国
人
留

学
生
の
活
用
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
第

一
講
』
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
経
済
の
将
来
を
展
望
す
る
と
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
減
少
社
会

の
到
来
等
に
よ
り
国
内
需
要
の
盛
り
上

が
り
に
は
多
く
を
期
待
で
き
ず
、
高
い

経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
新
興
国
な
ど
、

国
外
の
成
長
機
会
を
取
り
込
む
こ
と
が

企
業
に
と
っ
て
の
重
要
な
経
営
課
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、

企
業
が
海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
図

る
上
で
は
、
埼
玉
県
内
の
大
学
に
留
学

し
て
い
る
外
国
人
留
学
生
は
貴
重
な
戦

力
に
な
り
得
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
本
会
、
財
団
法
人
埼
玉
県
国

際
交
流
協
会
、
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大

学
等
と
の
共
催
で
本
セ
ミ
ナ
ー
開
催
す

る
も
の
で
、
第
一
講
に
は
、
四
五
名
が

参
加
し
た
。

講
演
は
、
ま
ず
「
外
国
人
留
学
生
等

の
採
用
に
関
わ
る
諸
手
続
き
の
内
容
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
法
務
省
東
京
入

国
管
理
局
総
務
課
渉
外
調
整
官
澤
田
善

明
氏
か
ら
、
ま
ず
、
出
入
国
管
理
の
現

状
と
新
た
な
在
留
管
理
の
説
明
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
在
留
資
格
制
度
の
内
容
、

外
国
人
の
在
留
の
管
理
、
不
法
就
労
等

の
現
状
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、「
外
国
人
雇
用
の
労
務
管

理
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
特
定
社
会
保

険
労
務
士
桑
聖
子
氏
よ
り
、
外
国
人
の

生
活
面
の
問
題
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
問
題
、
労
働
慣
行
の
違
い
、
キ
ャ

リ
ア
の
問
題
等
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が

行
わ
れ
た
。

衛衛
生生
管管
理理
者者
受受
験験
対対
策策
講講
座座
おお
よよ
びび

安安
全全
管管
理理
者者
選選
任任
時時
研研
修修
をを
開開
催催

企企
業業
のの
海海
外外
戦戦
略略
支支
援援
並並
びび
にに
外外

国国
人人
留留
学学
生生
採採
用用
促促
進進
にに
向向
けけ
てて

〜〜
「「
外外
国国
人人
留留
学学
生生
のの
活活
用用
等等
にに
関関
すす
るる

セセ
ミミ
ナナ
ーー
第第
一一
講講
」」
開開
催催

衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

講
師

臼
井
一
博
氏

（
�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
）

安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

講
師

鈴
木
昭
氏

（
�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
）

講
演
す
る
澤
田
善
明
氏

講
演
す
る
桑
聖
子
氏

―１５―



県
内
に
工
場
等
の
建
設
を

予
定
さ
れ
て
い
る

企
業
の
皆
様
へ

埼
玉
県
産
業
立
地
促
進
補
助
金

検
索
�

海
外
拠
点
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

企
業
を
募
集
し
ま
す

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を

御
利
用
く
だ
さ
い
！

東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い

拠
点
施
設
オ
ー
プ
ン

埼
玉
県
で
は
、
県
内
に
工
場
等
を
建
設

し
、
操
業
す
る
場
合
に
、
当
該
土
地
・
建

物
に
係
る
不
動
産
取
得
税
に
相
当
す
る
額

の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件
、
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

・
埼
玉
県
産
業
立
地
促
進
補
助
金

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
subsidy.htm

l

・
県
内
市
町
の
企
業
立
地
優
遇
制
度

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
shichouson-ricchi-incentive.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課

企
業
誘
致
・
立
地
窓
口
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
０
）

埼
玉
県
で
は
県
内
企
業
の
海
外
拠
点
に

お
け
る
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
二
十
四
年
二
月
、
又

は
平
成
二
十
四
年
八
〜
九
月
に
学
生
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
企
業
様
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

企
業
様
（
国
内
企
業
）
に
は
所
定
の
謝

金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

�
詳
細
は
次
の
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
kaigaiinnta-nn.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
４
１
）

埼
玉
県
で
は
、
様
々
な
労
働
問
題
の
相

談
や
、
専
門
家
に
よ
る
職
場
の
悩
み
へ
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

�
労
働
相
談

・
電
話
相
談

月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
面
接
相
談

月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

毎
週
水
曜

午
後
１
時
半
・
３
時

※
要
予
約
（
前
日
の
午
前
中
ま
で
）

�
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
site/rodosodan

�
問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
２
２
）

埼
玉
県
で
は
、
春
日
部
市
と
の
共
同
事

業
と
し
て
、
春
日
部
市
に
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
「
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ

い
拠
点
施
設
」
が
、
い
よ
い
よ
１０
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
地
域
の
特
色
や
資
源
を

生
か
し
た
産
業
の
振
興
に
加
え
、
地
域
住

民
の
活
動
・
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
複

合
拠
点
施
設
で
す
。

基
本
コ
ン

セ
プ
ト
を

「
都
市
の
森

の
創
造
」
と

設
定
し
、
施

設
整
備
に
関

す
る
３
つ
の

理
念
を
基
本

方
針
と
し
て

定
め
、
省
Ｃ

Ｏ
２

の
最
先

端
モ
デ
ル
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設

を
先
導
し
、
緑
と
人
が
ふ
れ
あ
い
、
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施

設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
３
つ
の
理
念
】

�

地
域
を
は
ぐ
く
む

〜
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
〜

�

ふ
れ
あ
う

〜
緑
と
人
の
ふ
れ
あ
い
〜

�

環
境
を
ま
も
る

〜
『
省
Ｃ
Ｏ
２

』の
最
先
端
モ
デ
ル
〜

省
Ｃ
Ｏ
２

の
取
組
と
し
て
は
、
地
下
水
、

太
陽
熱
、
地
中
熱
を
利
用
し
た
空
調
、
中

庭
を
活
用
し
た
自
然
採
光
、
自
然
通
風
、

屋
上
へ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
１
０
０
ｋ

ｗ
の
設
置
に
よ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

建
物
運
用
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
標
準
的

建
物
と
比
べ
約
４５
％
削
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
１
万
�
超
の
高
層
建
築
物
で
は

全
国
初
と
な
る
鉄
骨
造
と
木
造
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
構
造
を
採
用
し
、
１
〜
４
階
は
鉄

骨
造
、
５
〜
６
階
は
木
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
建
設
・
解
体
時
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
が
標
準
的
建
物
に
比
べ
約
２５

％
削
減
さ
れ
ま
す
。

�
施
設
構
成

多
目
的
ホ
ー
ル
【
県
】（
１
Ｆ
〜
３
Ｆ
）

東
部
地
域
初
の
１
、０
０
０
�
の
多
目

的
ホ
ー
ル
で
す
。
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
か
ら

小
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対

応
す
る
三
分
割
可
能
な
ホ
ー
ル
構
成
と
な

っ
て
お
り
、
可
動
間
仕
切
り
を
移
動
す
る

こ
と
で
、
ホ
ワ
イ
エ
や
屋
外
広
場
と
の
一

体
利
用
で
最
大

１
、５
０
０
�

の
大
空
間
と
す

る
こ
と
も
可
能

で
す
。

固
定
席
が
な

い
フ
ラ
ッ
ト
な

ホ
ー
ル
は
、
ス

テ
ー
ジ
や
客
席

な
ど
の
レ
イ
ア

ウ
ト
が
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
自
由
に
で

き
ま
す
。

創
業
支
援
ル
ー
ム
【
県
】（
５
Ｆ
）

個
室
型
６
室
及
び
ブ
ー
ス
型
１２
ブ
ー
ス

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
部
地
域
で
起
業
を
お
考
え
の
方
、
新

規
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
お
考
え
の
中
小
企

業
の
方
に
最
適
な
施
設
で
す
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
よ
る
経
営
等
の
相
談
、
秘
書
業
務
な
ど
、

と
こ
と
ん
支
援
を
行
い
ま
す
。

商
工
団
体
等
ス
ペ
ー
ス
【
県
】（
５
Ｆ
）

地
域
の
産
業
を
支
援
す
る
次
の
商
工
団

体
が
入
居
し
ま
す
。

・
春
日
部
商
工
会
議
所
（
一
部
）

・
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

春
日
部
支
店

・
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

春
日
部
支
所

・
関
東
信
越
税
理
士
会

春
日
部
支
部

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

春
日
部
支
所
【
県
】（
５
Ｆ
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
【
市
】（
４
Ｆ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
の
自

治
会
活
動
な
ど
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
市
民
の
た
め
の
拠
点
で
す
。
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
屋
外
階
段
か
ら
の
動
線
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
４
階
に
整
備
す
る
中
庭

と
の
一
体
的
な
利
用
が
可
能
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
【
市
】（
６
Ｆ
）

�
開
設
場
所

春
日
部
市
南
１
―
１
―
７

（
春
日
部
駅
西
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

�
問
い
合
わ
せ
先

「
東
部
ふ
れ
あ
い
」
開
業
準
備
室

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http
://kasukabehall.jp/

多
目
的
ホ
ー
ル
・
創
業
支
援
ル
ー
ム
の

利
用
・
予
約
関
係

（
０
５
０
―
３
６
０
２
―
３
５
４
２
）

県
産
業
拠
点
整
備
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
７
６
１
８
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

―１６―
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第
１
０
６
回
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催―
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
対
応

策
な
ど

経
団
連
・
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
主
催
、

経
営
法
曹
会
議
協
賛
に
よ
る
「
第
１
０
６
回
日
本

経
団
連
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
７
月
１４
、
１５
の

両
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

全
国
の
企
業
・
団
体
か
ら
１
３
８
名
、
経
営
法
曹

会
議
所
属
弁
護
士
１
８
６
名
の
計
３
２
４
名
が
参

加
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
毎
回
、
企
業
が
直
面
す

る
労
働
法
に
関
わ
る
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

今
回
の
総
合
テ
ー
マ
は
「
震
災
か
ら
の
早
期
復
興

に
向
け
た
人
事
労
務
部
門
の
対
応
策
」。
１
日
目

は
、
今
後
本
格
化
す
る
復
興
対
策
、
今
夏
の
電
力

供
給
不
足
へ
の
対
応
な
ど
を
検
討
し
た
。

ま
た
、
２
日
目
は
、
２
０
１
３
年
に
老
齢
厚
生

年
金
の
定
額
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
が
６５
歳
へ
移

行
し
、
さ
ら
に
報
酬
比
例
部
分
の
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

高
年
齢
者
の
雇
用
を
め
ぐ
る
課
題
を
取
り
上
げ
た
。

１
日
目
の
午
前
中
は
、中
井
智
子
弁
護
士
が「
震

災
時
の
人
事
労
務
管
理
と
労
働
法
」
に
つ
い
て
報

告
。
�
緊
急
災
害
対
応
と
労
働
基
準
法
�
ピ
ー
ク

時
の
電
力
使
用
量
の
削
減
に
向
け
た
勤
務
体
制
の

見
直
し
�
災
害
を
原
因
と
す
る
休
業
と
賃
金
�
災

害
を
原
因
と
す
る
事
業
の
縮
小

な
ど
に
つ
い

て
、
法
律
や
裁
判
例
な
ど
に
基
づ
い
て
解
説
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
、
中
井
氏
の
報
告
に
関
連
す
る

参
加
者
か
ら
の
実
務
的
な
質
問
に
対
し
て
、
複
数

の
弁
護
士
が
異
な
る
観
点
か
ら
回
答
す
る
形
式
の

質
疑
応
答
・
討
論
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
社
会

保
険
労
務
士
・
元
労
働
基
準
監
督
官
の
北
岡
大
介

氏
が
、「
震
災
対
応
に
か
か
る
労
働
・
社
会
保
険

の
実
務
」
と
題
し
、
震
災
に
伴
う
保
険
料
の
減
免

措
置
や
、
給
付
・
助
成
金
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し

た
。２

日
目
の
午
前
中
は
、延
増
拓
郎
弁
護
士
が「
高

年
齢
者
の
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
と
今
後
の
課
題
」

と
題
し
、
�
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概
要
�
行

政
に
よ
る
指
導
の
内
容
�
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

の
私
法
的
効
力
（
強
行
法
規
性
）
�
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
の
選
択
と
継
続
雇
用
制
度
の
運
用
上

の
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、

午
後
に
は
、
延
増
氏
の
報
告
を
受
け
て
個
別
企
業

の
制
度
運
用
上
の
問
題
を
め
ぐ
り
質
疑
応
答
も
行

わ
れ
た
。
最
後
に
、
中
町
誠
弁
護
士
が
、「
労
働

組
合
法
上
の
労
働
者
性
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
の

解
説
お
よ
び
企
業
実
務
上
の
法
的
留
意
点
」
の
講

演
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
聞
き
た
か
っ
た
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
て
よ
か
っ
た
」「
実
務
で
生
じ
て

い
る
疑
問
、
課
題
に
対
す
る
回
答
、
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
て
有
意
義
だ
っ
た
」
等
の
声
が
あ
っ
た
（
弁

護
士
報
告
の
概
要
は
次
号
掲
載
）。

提
言
「
今
後
の
高
齢
者
雇
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
公
表

―
労
働
市
場
全
体
を
通
じ
た
多
様
な

就
労
機
会
の
確
保
な
ど
を
提
起

経
団
連
は
７
月
１９
日
、「
今
後
の
高
齢
者
雇
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
提
言
を
公
表
し

た
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
の
公
的
年
金
の
報
酬
比

例
部
分
に
か
か
る
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
を

前
に
、
政
府
内
で
は
高
齢
者
雇
用
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
６
月
に
は
、

厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
「
今
後
の
高
年
齢
者

雇
用
に
関
す
る
研
究
会
」
が
報
告
（
以
下
、「
研

究
会
報
告
」）
を
取
り
ま
と
め
た
。
提
言
は
９
月

以
降
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
本
格
的
な
審

議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
般
、
高
齢

者
雇
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
経
済
界
と
し
て
の
考

え
方
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
提
言
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。

経
済
界
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め

雇
用
の
維
持
・
拡
大
に
は
、
何
よ
り
経
済
の
持

続
的
な
成
長
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策
を

最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴

う
高
齢
者
の
生
活
の
安
定
は
、
社
会
全
体
で
対
応

す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
企
業
だ
け
で
な
く
、
国
と

し
て
の
責
任
、
個
々
人
の
自
助
の
範
囲
の
取
り
組

み
な
ど
、
社
会
を
構
成
す
る
各
主
体
間
に
お
い
て

負
担
を
分
担
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
視
点
を
欠
い
て
、
企
業
の

雇
用
確
保
策
に
の
み
依
拠
し
た
政
策
対
応
と
す
れ

ば
、
企
業
に
対
し
、
本
来
は
不
要
な
業
務
を
つ
く

り
出
し
て
ま
で
、
高
齢
者
の
雇
用
を
強
い
る
こ
と

に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
企
業
の
存

続
や
、
経
済
全
般
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
雇

用
情
勢
の
悪
化
を
招
き
か
ね
な
い
。

高
齢
者
雇
用
施
策
は
、
企
業
の
労
働
現
場
の
実

態
と
整
合
的
な
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
高
齢
者
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
の
多

様
性
を
踏
ま
え
、
企
業
労
使
の
自
主
的
・
自
律
的

な
対
応
が
尊
重
さ
れ
る
枠
組
み
を
担
保
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
労
ニ
ー
ズ
に
鑑
み
、

労
働
市
場
全
体
を
通
じ
た
適
正
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
新
規
学
卒
者
の
採
用
環
境
な
ど
、

若
年
者
雇
用
へ
の
影
響
も
十
分
考
慮
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

今
後
の
制
度
の
具
体
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
第

一
に
、
現
行
の
雇
用
確
保
措
置
の
枠
組
み
（
図
表

参
照
）
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、「
研
究

会
報
告
」
で
廃
止
す
べ
き
と
さ
れ
た
、
継
続
雇
用

制
度
に
お
け
る
対
象
者
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
現

行
で
も
労
使
協
定
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
労
使
自
治
の
視
点
か
ら
も
妥
当
な
制
度
で
あ

り
、
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
法
定
定
年
年
齢
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

「
研
究
会
報
告
」
で
は
６５
歳
へ
の
引
き
上
げ
に
向

け
て
引
き
続
き
検
討
す
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
８
割

強
の
企
業
が
６０
歳
定
年
を
採
用
し
て
い
る
状
況
下

で
は
、
労
務
管
理
上
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
人

事
・
賃
金
制
度
の
弾
力
的
な
見
直
し
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
環
境
が
整
わ
な
い
限
り
、
引
き
上
げ
あ

り
き
の
検
討
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
三
に
、
今
後
、
就
労
を
希
望
す
る
高
齢
者
の

一
層
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

れ
ば
、
現
行
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
上
の
同
一

企
業
内
で
の
雇
用
確
保
の
原
則
を
緩
和
し
、
他
企

業
も
含
め
、
広
く
労
働
市
場
全
体
を
通
じ
、
最
適

な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
可
能
と
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
、
高
齢
者
の
生
活
の
安
定
に
向
け
、
福

祉
政
策
も
含
め
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
、

さ
ら
に
は
企
業
労
使
間
に
お
け
る
雇
用
確
保
策
以

外
の
多
様
な
取
り
組
み
を
促
し
て
い
く
観
点
が
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
、
企
業
年
金

制
度
の
柔
軟
化
・
多
様
化
に
向
け
た
規
制
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
急
ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
開
催

―
新
生
日
本
の
創
造
〜
早
期
復
興
と

新
た
な
国
づ
く
り
に
向
け
て

経
団
連
（
米
倉
弘
昌
会
長
）
は
７
月
２１
、
２２
の

両
日
、
長
野
県
軽
井
沢
町
の
ホ
テ
ル
で
「
夏
季
フ

ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」（
議
長
�
大
橋
洋
治
副
会

長
）
を
開
催
し
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
３

月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

と
、
従
前
か
ら
の
課
題
の
克
服
を
同
時
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
、「
新
生
日
本
の
創
造
―
早
期

復
興
と
新
た
な
国
づ
く
り
に
向
け
て
」
を
統
一
テ

ー
マ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

米
倉
会
長
、
渡
文
明
評
議
員
会
議
長
を
は
じ
め
、

副
会
長
、
評
議
員
会
副
議
長
ら
３６
名
が
参
加
。
未

曾
有
の
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

新
た
な
経
済
成
長
戦
略
の
実
現
に
向
け
た
方
策
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。
討
議
結

果
は
、「
ア
ピ
ー
ル
２
０
１
１
―
大
震
災
を
乗
り

越
え
、
新
生
日
本
の
創
造
に
向
け
て
」
と
し
て
取

り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

〈
１
日
目
〉

１
日
目
午
後
の
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
未
曾
有
の

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
」
で
は
、
東
北
経
済

連
合
会
会
長
の
高
橋
宏
明
氏
、
東
京
大
学
法
学
政

治
学
研
究
科
教
授
の
藤
原
帰
一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
高
橋
氏
は
ま
ず
、

津
波
と
地
震
に
よ
る
被
災
状
況
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
東
経
連
が
政
府
に
提
出
し
た
提
言
や
同
会

が
実
施
し
て
い
る
具
体
的
な
活
動
等
を
紹
介
。
特

に
、「
モ
ノ
づ
く
り
復
興
特
区
」
の
創
設
や
農
業
・

漁
業
の
大
規
模
化
・
集
約
化
に
よ
る
競
争
力
強
化
、

災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
網
の
構
築
、
物
産
と
観
光

両
面
か
ら
の
復
興
支
援
な
ど
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

続
い
て
藤
原
氏
は
、「
復
旧
」
だ
け
で
は
十
分

で
は
な
く
、
成
長
に
向
け
た
「
再
生
」
の
シ
ナ
リ

オ
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
被
災
地
復

興
と
地
域
経
済
の
拠
点
形
成
の
両
立
に
向
け
、
重

点
的
・
集
約
的
・
効
率
的
な
資
金
投
入
が
必
要
と

い
っ
た
見
解
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
岩
沙
弘
道
副

会
長
か
ら
、
経
団
連
の
未
来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
る
知
見
を
活
用
す
る
こ
と
の
重

要
性
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
後
、
自
由
討

議
に
入
っ
た
。

ま
た
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（
米

国
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
）
日
本
部
長
の
マ
イ
ケ

ル
・
グ
リ
ー
ン
氏
に
よ
る
「
復
興
の
た
め
の
日
米

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が
行

わ
れ
た
。

〈
２
日
目
〉

２
日
目
午
前
の
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
わ

が
国
が
抱
え
る
課
題
の
克
服
」
を
テ
ー
マ
に
、
主

に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、
社
会
保
障
と
税
・

財
政
の
一
体
改
革
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の

再
構
築
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
に
関
し
、
政
策
研
究
大
学
院

大
学
学
長
の
白
石
隆
氏
が
「
東
ア
ジ
ア
の
政
治
経

済
と
ポ
ス
ト
３
・
１１
の
日
本
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
白
石
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
今
後

の
展
望
と
し
て
、
�
都
市
化
の
進
行
と
中
産
階
級

の
拡
大
�
世
界
経
済
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
比
重
の

拡
大

等
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
中
国
の
台

頭
に
よ
る
影
響
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
う
え

で
、
日
本
は
、
国
を
開
い
て
ア
ジ
ア
の
な
か
に
日

本
を
埋
め
込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
訴
え
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
勝
俣
宣
夫
副
会
長
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
を
は
じ
め
と
し
た
経
済

連
携
推
進
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
た
後
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

次
に
、
社
会
保
障
と
税
・
財
政
の
一
体
改
革
に

つ
い
て
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
の
土
居

丈
朗
氏
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
土

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

現行の高齢者の雇用確保措置の概要
○高年齢者雇用安定法では、２０１３年度までに段階的に６５歳（現在の法定義務年齢は６４歳）までの雇用確保措置を以下
のいずれかの方法により講ずることが事業主に義務付けられている。

継続雇用制度を導入する場合のみ、対象者を限定する基準の設定
が可能
ただし、労働者の過半数が加入する労働組合、当該組合がない場
合は、労働者の過半数を代表する者との間で基準について書面に
よる協定締結が必要

６５歳

２０１３年度２０１２年度

現行
６４歳

２０１１年度２０１０年度

《法定義務年齢》

２００９年度

６３歳

２００８年度

①定年年齢の引上げ

②継続雇用制度の導入（再雇用等）

③定年の定めの廃止

２００７年度

６２歳

２００６年度

―１７―



居
氏
は
、
歳
出
削
減
で
は
、
社
会
保
障
費
と
地
方

交
付
税
が
重
要
な
改
革
分
野
で
あ
る
と
語
っ
た
。

税
制
に
つ
い
て
は
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
こ

と
や
世
代
間
格
差
の
縮
小
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

消
費
税
を
引
き
上
げ
、
法
人
税
を
引
き
下
げ
る
べ

き
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
捷
昭
副
会
長
か
ら
、

議
論
の
冒
頭
、
政
府
与
党
の
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
の
「
成
案
」
の
評
価
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
再
構

築
等
に
つ
い
て
討
議
を
行
い
、
冒
頭
、
西
田
厚
聰

副
会
長
か
ら
、
１０
〜
２０
年
後
を
視
野
に
入
れ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
付
け
の

見
直
し
が
必
要
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

午
後
に
行
わ
れ
た
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
新
生
日

本
の
創
造
に
向
け
て
」
で
は
、
競
争
力
強
化
に
向

け
た
基
盤
整
備
、
民
主
導
の
経
済
成
長
の
実
現
に

向
け
た
企
業
・
経
済
界
の
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ

い
て
、
参
加
者
が
活
発
な
議
論
を
重
ね
た
。

討
議
の
結
果
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
ア
ピ
ー
ル

２
０
１
１
」
に
は
、
�
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
�

活
力
あ
る
経
済
社
会
の
再
構
築
�
強
い
日
本
の
再

生

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
、
米
倉
会
長
と
大

橋
議
長
が
記
者
会
見
を
開
き
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成

果
に
つ
い
て
語
っ
た
（
別
掲
記
事
）。

２
０
１
１
年
夏
季
賞
与
・
一
時
金
大

手
企
業
業
種
別
妥
結
結
果（
最
終
集
計
）

―
１
５
８
社
平
均
７９
万
１
１
０
６
円

／
前
年
夏
季
比
プ
ラ
ス
４
・
４２
％

経
団
連
は
７
月
２８
日
、２
０
１
１
年
夏
季
賞
与
・

一
時
金
の
大
手
企
業
業
種
別
妥
結
結
果
（
加
重
平

均
）
の
最
終
集
計
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
２１
業
種
・
大
手

２
４
８
社
）
の
う
ち
、
２１
業
種
１
８
８
社
（
７５
・

８
％
）
で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が

わ
か
っ
て
い
る
１９
業
種
１
５
８
社
の
総
平
均
は
７９

万
１
１
０
６
円
、
前
年
夏
季
比
プ
ラ
ス
４
・
４２
％

と
な
り
、
前
年
の
最
終
集
計
（
１９
業
種
１
６
３
社
、

１０
年
７
月
２０
日
）
と
比
べ
て
、
額
・
率
と
も
２
年

連
続
の
プ
ラ
ス
（
３
万
３
４
６
８
円
、
３
・
８７
ポ

イ
ン
ト
）
と
な
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１
３
２
社
の
平
均

額
は
７９
万
３
０
３
０
円
で
前
年
夏
季
比
プ
ラ
ス

６
・
９６
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
非
製
造
業
２６
社
の

平
均
額
は
７８
万
５
０
０
８
円
で
マ
イ
ナ
ス
２
・
４５

％
と
な
っ
て
い
る
。

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
７５
万
〜
８０
万
円

未
満
」（
２０
社
、
１５
・
９
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
９０
万
円
以
上
」（
１４
社
、
１１
・
１
％
）、「
７０

万
〜
７５
万
円
未
満
」（
１３
社
、
１０
・
３
％
）、「
８０

万
〜
８５
万
円
未
満
」（
１３
社
、
１０
・
３
％
）
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

増
減
率
（
前
年
夏
季
比
）
の
分
布
で
は
、「
１０
・

０
％
以
上
」が
全
体
の
約
４
分
の
１（
３０
社
、
２５
・

６
％
）
を
占
め
て
い
る
一
方
、
前
年
妥
結
額
を
下

回
っ
た
企
業
も
同
じ
く
約
４
分
の
１
（
３０
社
、

２５
・
６
％
）
に
上
っ
て
い
る
。

「
わ
が
国
経
済
の
持
続
的
成
長
の
た

め
の
政
策
に
つ
い
て
」

―
東
京
大
学
・
戸
堂
教
授
か
ら
聞
く

／
経
済
政
策
委
員
会
企
画
部
会

経
団
連
の
経
済
政
策
委
員
会
企
画
部
会
（
村
岡

富
美
雄
部
会
長
）
は
８
月
４
日
、
東
京
・
大
手
町

の
経
団
連
会
館
で
会
合
を
開
催
し
、
戸
堂
康
之
・

東
京
大
学
教
授
か
ら
、「
わ
が
国
経
済
の
持
続
的

成
長
の
た
め
の
政
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
聞
い
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
大
震
災
と
日
本
経
済

東
日
本
大
震
災
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
、
自
然
災
害
は
長
期
的
な
成
長
を
阻
害
し

な
い
こ
と
が
、
実
証
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
自
然
災
害
に
よ
っ
て
短
期
的
に
成
長

率
が
落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、
や
が
て
被
災
以
前

の
長
期
的
な
成
長
経
路
に
復
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
単
な
る
復
興
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
、

日
本
経
済
は
没
落
に
向
か
う
。
そ
も
そ
も
現
在
の

日
本
経
済
の
長
期
的
な
成
長
経
路
が
低
成
長
で
あ

る
た
め
だ
。
購
買
力
で
調
整
し
た
１
人
当
た
り
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
み
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
機
に
、
ア

メ
リ
カ
と
の
差
が
開
く
一
方
、
新
興
国
に
は
追
い

抜
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
日
本
は「
途

上
国
化
」
し
つ
つ
あ
る
状
況
だ
。
こ
う
し
た
状
況

を
打
開
し
、
日
本
経
済
が
復
興
を
超
え
た
飛
躍
的

成
長
を
果
た
す
よ
う
制
度
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

■
制
度
と
経
済
成
長

経
済
、
社
会
の
ル
ー
ル
で
あ
る
制
度
は
、
い
っ

た
ん
導
入
さ
れ
る
と
長
期
的
な
経
済
成
長
を
大
き

く
左
右
す
る
。
制
度
は
粘
着
的
で
あ
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
相
互
依
存
の
関
係
を
な
す
た

め
、
そ
の
転
換
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
本
は
開
国
、
明
治
維
新
、
戦
後
と
大
き
な
制
度

転
換
を
行
い
、
過
去
の
成
長
ト
レ
ン
ド
を
大
き
く

上
回
る
飛
躍
的
成
長
を
遂
げ
て
き
た
経
験
を
持
つ
。

復
興
を
超
え
た
飛
躍
的
成
長
を
成
し
遂
げ
る
た
め

に
、
い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

産
業
集
積
の
２
つ
で
あ
る
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
成
長

経
済
成
長
の
源
泉
は
技
術
進
歩
で
あ
る
。
技
術

進
歩
は
国
内
の
技
術
革
新
と
と
も
に
、
海
外
か
ら

の
知
識
や
技
術
の
流
入
に
よ
っ
て
も
加
速
す
る
。

こ
れ
は
、
国
境
を
越
え
て
知
識
・
技
術
が
融
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
知
識
・
技
術
が
創

出
さ
れ
る
と
い
う
、「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」

の
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
世
界
と
つ
な
が
り
、

世
界
の
知
恵
を
取
り
込
む
こ
と
が
成
長
の
カ
ギ
と

な
る
。

事
実
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
輸
出
・
投
資

を
通
じ
て
外
国
技
術
の
流
入
を
促
し
、
生
産
性
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
示
す
研
究
は
多
い
。
た
だ
し
、

日
本
に
は
諸
外
国
と
異
な
り
、
高
い
生
産
性
を
持

ち
な
が
ら
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
な
い
企
業
、

い
わ
ゆ
る
「
臥
龍
企
業
」
が
数
多
く
存
在
す
る
。

経
済
連
携
協
定
な
ど
の
マ
ク
ロ
政
策
や
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
情
報
・
金
融
面
な
ど
の
個
別
企

業
へ
の
支
援
に
よ
っ
て
、「
臥
龍
企
業
」
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
促
せ
ば
、
飛
躍
的
成
長
は
可
能
と
な

る
。

■
産
業
集
積
と
経
済
成
長

産
業
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
企
業
間
の
距
離
が

縮
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
や
情
報
の
伝
達
が

容
易
と
な
り
、
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ
、
技
術
進

歩
が
加
速
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
同
様
、「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
の
効

果
で
あ
る
。

今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
東
北
地
方
は
大
き
な
被

害
を
受
け
た
が
、
過
去
に
お
け
る
わ
が
国
の
災
害

か
ら
の
立
ち
直
り
の
歴
史
を
み
て
も
、
災
害
は
必

ず
し
も
成
長
・
集
積
を
破
壊
す
る
と
は
言
え
な
い
。

た
だ
し
、
下
降
気
味
の
集
積
は
災
害
の
影
響
を
受

け
や
す
い
。
東
北
地
方
は
震
災
以
前
か
ら
集
積
に

よ
っ
て
成
長
が
加
速
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
特
区
を
は
じ
め
と
し
た

政
策
が
不
可
欠
で
あ
る
。

特
区
の
設
計
に
は
、
税
制
と
、
つ
な
が
り
の
強

化
を
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
人
に
対

す
る
税
制
優
遇
措
置
と
と
も
に
、
中
小
企
業
と
大

企
業
の
連
携
、
産
学
官
の
連
携
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
を
通
じ
た
つ
な
が
り
に
よ
る
技
術
進
歩

も
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
東
北
だ
け
に

と
ど
め
ず
、
地
方
分
権
に
よ
っ
て
各
地
の
特
色
を

生
か
し
た
産
業
集
積
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
全
体
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
る
べ
き
だ
。

八
月
は
広
島
や
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
、
今
日
十
五
日
は
終
戦
日
で
あ
る
。

既
に
六
十
六
年
に
な
る
。

「
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
事

を
」
思
い
出
し
て
い
る
…
。

▼
当
時
新
潟
県
で
国
民
尋
常
小

学
校
一
年
生
だ
っ
た
小
生
は
、

衣
・
食
不
足
の
中
、
学
校
で
は

毎
日
の
よ
う
に
空
襲
に
備
え
て

の
避
難
訓
練
を
さ
せ
ら
れ
て
い

た
。
授
業
は
殆
ど
無
く
、
教
科

書
は
材
質
の
悪
い
「
ワ
ラ
半

紙
」
に
数
枚
ガ
リ
版
刷
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。
衣
類
は
肘
や

膝
、
そ
し
て
尻
の
部
分
は
す
り

切
れ
て
生
地
が
あ
て
ら
れ
て
い

た
。

▼
学
校
か
ら
帰
る
と
母
と
一
緒

に
畑
に
行
き
日
常
生
活
の
食
材

を
植
え
育
て
て
い
た
。
主
に
芋

類
が
主
食
に
代
わ
る
の
で
多
か

っ
た
気
が
す
る
。

▼
終
戦
の
玉
音
放
送
は
母
の
実

家
（
寺
）
で
檀
家
の
人
達
と
聞
い
た
が
、

幼
い
小
生
に
は
内
容
や
意
味
は
皆
目
分
か

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
皆
が
号
泣
し
て

い
た
こ
と
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

▼
終
戦
後
に
す
ぐ
米
軍
が
上
陸
し
て
来
た
。

日
本
海
で
も
陸
地
に
近
い
所
ま
で
海
の
深

さ
が
十
分
に
ど
う
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
朝

登
校
す
る
際
に
は
米
軍
の
車
両
が
並
ぶ
側

を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

ガ
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
よ
く
貰
っ
た
。

故
に
初
め
て
覚
え
た
英
語
は
「
ギ
ブ
ミ
ー

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
だ
っ
た
。

▼
父
は
庭
い
じ
り
が
好
き
で
日
曜
日
に
は

必
ず
外
で
動
い
て
い
た
。
突
然
わ
が
家
に

米
軍
の
将
校
が
ジ
ー
プ
を
横
付
け
し
部
下

を
連
れ
て
入
っ
て
来
た
。
日
曜
日
に
仕
事

を
し
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
だ
っ
た
ら
し

い
。
趣
味
と
い
う
理
解
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
の
だ
。
父
は
多
少
英
語
を
話
せ
た
の

で
、
そ
れ
以
来
日
曜
日
に
な
る
と
必
ず
遊

び
に
来
て
、
そ
の
際
に
諸
々
の
食
べ
物
を

持
参
し
て
く
れ
た
。
わ
が
家
か
ら
は
引
き

上
げ
る
時
に
姉
達
の
着
物
・
下

駄
・
扇
子
な
ど
を
お
土
産
に
持

ち
帰
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

初
め
て
見
る
外
国
人
、
最
初

は
怖
さ
で
覗
き
見
ば
か
り
で
あ

っ
た
が
、
慣
れ
る
と
側
に
座
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

▼
広
島
や
長
崎
の
原
爆
投
下
直

後
の
風
景
や
、
東
京
の
焼
け
野

原
を
今
映
像
で
み
る
と
目
頭
が

熱
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

三
月
の
東
日
本
大
震
災
被
害
で

も
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
。

「
衣
・
食
・
住
」
の
不
便
を
未

だ
に
訴
え
て
い
る
多
く
の
方
々

が
居
る
。「
過
ち
は
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
」
と
い
う
誓
い
は

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か

に
人
間
は
神
様
で
は
な
い
が
、

将
来
へ
の
復
興
を
み
る
と
、
戦

後
の
空
は
青
空
だ
が
、
今
の
日
本
の
空
は

明
る
さ
の
な
い
「
く
も
り
」
と
し
か
言
い

よ
う
が
無
い
。

素
晴
し
い
日
本
人
の
頭
脳
を
総
結
集
し

っ
て
、
地
球
温
暖
化
問
題
も
ク
リ
ア
ー
で

き
、
安
心
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
中

東
に
も
頼
ら
ず
、
世
界
に
先
駆
け
て
原
子

力
の
平
和
活
用
を
研
究
開
発
し
、
国
内
外

に
提
供
で
き
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
る
。

第１８３回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

―１８―




















































社宅UR

成成立立

七
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日

◆
七
・
一
九

北
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所
）

◆
七
・
二
七

埼
玉
大
学
と
の
合
同
特

別
公
開
講
座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
七
・
二
八

南
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
七
・
二
九

第
三
二
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
一
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
〜
三

第
一
種
・
第
二
種
衛

生
管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
二

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
四

安
全
管
理
者
選
任
時
研

修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
九

小
笠
原
洋
上
研
修
第
二

回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
五

外
国
人
留
学
生
の
活
用
等

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
三
〜
一
四

第
一
種
・
第
二

種
衛
生
管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策

講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
五

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

事
業
だ
よ
り

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介
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★
第
３２
次
小
笠
原
洋
上
研
修
船
内
、
島
内
研

修
日
時

１０
月
５
日
�
〜
１０
日
�
５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、
研
修
１２
単
位
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、
現
地
交
歓
会
、
課
外
活
動

ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ
１０
名

★
同
右
第
４
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
１８
日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
研
修
室

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
通
信
教
育

修
了
式
、
研
修
修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
＆
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ

ナ
ー

日
時

１０
月
１２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
の
効
果
的
な
実
施

方
法
・
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ

る
手
当
て

講
師

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
Ｂ
Ｃ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
本
部

★
第
５
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１０
月
１８
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

そ
れ
で
も
企
業
不
祥
事
が
起
こ
る
理

由
�
法
令
遵
守
�
を
超
え
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
実
務

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

１０
月
２４
日
�
１０
時
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
っ

て
・
職
場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と

役
割
の
再
確
認
・
仕
事
を
円
滑
に
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
・
職
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
振
り
返
っ
て
・
今
後
の
挑
戦
課

題
と
目
標
設
定
を
考
え
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所

パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
１
日
�
９
時
３０
分
〜
１９
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
会
議
室

内
容

給
与
計
算
の
基
礎
知
識
、
給
与
計
算

と
労
働
基
準
法
、
給
与
計
算
と
社
会

保
障
、
住
民
税
の
仕
組
み
と
徴
収
方

法

講
師

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
・

セ
ン
タ
ー
代
表

土
屋

彰
氏
・
専

任
講
師

篠
藤
敦
子
氏

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

１２
月
７
日
�
１４
時
００
分
〜
１４
時
５０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
題
の
検
討
、

そ
の
他

★
理
事
会

日
時

１２
月
７
日
�
１５
時
００
分
〜
１７
時
２０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム

内
容

平
成
２３
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、
平

成
２４
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、
そ
の

他

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人
北
関
東
事
務
所

北
関
東
事
務
所
長

福
田

厚

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇
―

一
七
シ
ー
ノ
大
宮
サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
グ
１４
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
五
〇
―
五
三
九
〇

（
資
）
三
百
億
円

（
従
）
五
九
一
一
名

会
計
監
査
証
明
業
務

〈
代
表
者
変
更
〉

�
相
澤
鐵
工
所

代
表
取
締
役
社
長

相
澤

邦
充
（
旧

相
澤

利
男
）

川
研
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
�

埼
玉
工
場
長

佐
藤

孝
美
（
旧

香
川

久
）

太
平
化
学
製
品
�

代
表
取
締
役
社
長

門
田

豊
（
旧

瀬
戸
口

照
弘
）

�
東
光
会
戸
田
中
央
総
合
病
院

理
事
長

中
村

毅
（
旧

中
村

隆
俊
）

�
東
洋
ク
オ
リ
テ
ィ
ワ
ン

経
理
部
長

山
下

広
（
旧

朝
武

嘉
明
）

ニ
チ
バ
ン
プ
リ
ン
ト
�

代
表
取
締
役
社
長

竹
中

勇
雄
（
旧

増
田

健
二
）

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
�

常
務
執
行
役
員

田
之
頭

泰
彦
（
旧

西
村

裕
夫
）

�
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

若
尾

佳
生
（
旧

金
子

繁
則
）

ユ
ー
・
エ
ム
・
シ
ー
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
�

代
表
取
締
役
社
長

内
山

茂
樹
（
旧

内
山

茂
）

〈
社
名
変
更
〉

�
サ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

（
旧

�
サ
ン
ワ
ー
ク
）

〈
住
所
変
更
〉

�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

入
間
郡
三
芳
町
上
富
一
〇
三
一
―
一

（
旧

所
沢
市
く
す
の
き
台
三
―
一
八
―

三
）

�Disney,�Disney Enterprises,Inc.

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
六
四
号

２
０
１
１
年
９
月
１５
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
	
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

▲

会場／大宮ソニックシティ 大ホール

▲

会費／Ｓ席7,600円（一般8,000円を）（全席指定・税込）
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

平成23年11月22日（火）
17 : 30開場 18 : 30開演

デディィズズニニーー・・オオンン・・クラシッククラシックククララシシッックク

ままほほううのの夜夜のの音音楽楽会会22001111
JJoouurrnneeyy～～夢夢にに向向かかっってて

この印刷物は再生紙を使用しています
―２０―


